
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

学部・学科によって、修了要件は相違する

機械工学科

・卒業認定に必要な単位を修得すること。
・機械工学科の学生は、次に掲げる授業科目を全て修得すること。
　数学基礎Ａ１（２単位・１年）、微分積分１（２単位・２年）、線形代数２（１単位・２年）、解析１（２単位・３年）、確率・統計（１単位・３年）、
コンピュータリテラシ（１単位・１年）、AI基礎（１単位・２年）、情報処理Ⅰ（１単位・３年）、情報処理Ⅱ（１単位・３年）

9 12 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

解析１

確率・統計

コンピュータリテラシ

数学基礎Ａ１ 情報処理Ⅱ

微分積分１

線形代数２

コンピュータリテラシ

情報処理Ⅰ

授業科目 授業科目

AI基礎

授業科目 授業科目

AI基礎

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

・コンピュータで扱うデータ　「コンピュータリテラシ」（前期3週～8週，10週～13週）
・2進数・16進数・2の補数　「情報処理1」（前期1週～3週）
・1次元配列と2次元配列　「情報処理1」(前期13～14週)
・文字コードの考え方　「情報処理2」(後期3週～4週)

・文字型、整数型、浮動小数点型変数、代入、四則演算、論理演算 「情報処理1」(前期4週～8週)
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「情報処理1」(前期8週～11週)
・関数、引数、戻り値 「情報処理2」(後期5週～後期8週)
・並び替え（ソート）、探索（サーチ） 「情報処理2」(後期12週～後期14週)

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、Society 5.0，データサイエンス活用事例「AI基礎」（後期1週目）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル，様々なデータ分析手法「AI基礎」（後期2〜6週目）

・クラウドサービス　「コンピュータリテラシ」（前期1週～2週）
・コンピュータの構成，動作，性能　「コンピュータリテラシ」（前期1週～2週）
・ネットワーク　「コンピュータリテラシ」（前期1週～2週，8週～9週，14週）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス，ビッグデータ活用事例「AI基礎」（後期8〜10週目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム，AI技術の活用領域の広がり「AI基礎」（後期1週目）

・AI倫理、AIの社会的受容性，AIの公平性，AIの信頼性，AIの説明可能性，AIの安全性「AI基礎」（後期9週目）

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習，過学習、バイアス「AI基礎」（後期2〜6週目）

・ニューラルネットワークの原理，「AI基礎」（後期7〜9週目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ「微分積分１」（前期１～３週）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分１」（前期８週）
・積分と面積の関係「解析１」（前期１週）
・２変数関数の微分法、積分法「解析１」（前期１４～１５週）
・１変数関数の微分法、積分法「微分積分１」（前期９～１３週）
・集合、ベン図「数学基礎Ａ１」（前期１４週）
・多項式関数「数学基礎Ａ１」（前期７～８週）
・条件付き確率「確率・統計」（後期４～５週）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率・統計」（後期７～８週）
・相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（後期９～１０週）
・確率分布、正規分布「確率・統計」（後期１１～１４週）
・ベクトルと行列「線形代数２」（後期１～７週）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数２」（後期１～２週）
・逆行列「線形代数２」（後期４週、６週、１２週）

・ソート・数値計算 「情報処理2」（後期12週～14週）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

3-9 ・AIの学習と推論、評価、再学習「AI基礎」（後期10週目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・AIの学習と推論、評価、再学習「AI基礎」（後期11〜14週）
これまで学んだ数理的なアプローチやAIの知識を用いて，人や社会にかかわる問題に取り組む。

・デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できる。
・社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。
・データや情報の取り扱い、発信、保護等に必要な原則、法規および倫理に則った行動ができる。
・データを利活用するための様々な手法について身につけ、適切に取り扱うことができる。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-２

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

1 ○

2 ○

創造実習Ⅰ

創造実習Ⅱ

電気電子工学実験Ⅰ

電気電子工学実験Ⅲ

電気電子工学実験Ⅳ

授業科目 授業科目

知能情報処理基礎

電子計算機

情報処理Ⅱ

授業科目 授業科目

コンピュータリテラシ

情報処理Ⅰ

数学基礎Ａ１ 情報処理Ⅲ

微分積分１ 情報処理Ⅳ

線形代数２ 情報処理演習

データ処理

授業科目 授業科目

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

解析１ 数値解析

確率・統計

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

電気電子工学科

・卒業認定に必要な単位を修得すること。
・電気電子工学科の学生は、次に掲げる授業科目を全て修得すること。
　　数学基礎Ａ１（２単位・１年）、微分積分１（２単位・２年）、線形代数２（１単位・２年）、解析１（２単位・３年）、確率・統計（１単位・３年）、
情報処理Ⅰ（１単位・１年）、コンピュータリテラシ（１単位・１年）、情報処理Ⅱ（１単位・２年）、情報処理Ⅲ（１単位・２年）、
電気電子工学実験Ⅰ（２単位・２年）、情報処理Ⅳ（１単位・３年）、情報処理演習（１単位・３年）、データ処理（１単位・３年）、
　　電気電子工学実験Ⅲ（２単位・３年）、数値解析（１単位・４年）、電気電子工学実験Ⅳ（２単位・４年）、創造実習Ⅰ（１単位・４年）、
創造実習Ⅱ（２単位・４年）、知能情報処理基礎（１単位・５年）、電子計算機（２単位・５年）

20 28 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会「コンピュータリテラシ」（前期1-4週）
・情報セキュリティと情報モラル「コンピュータリテラシ」（前期5-7週）
・データ駆動型社会，データサイエンス活用事例「知能情報処理基礎」（前期1週）

・データ処理，相関，回帰「データ処理」(後期2-5週）

・インターネットの仕組み「コンピュータリテラシ」（前期1週）
・代表的な情報システムとその利用形態，クラウド「電子計算機」（後期9-14週）

・AIの歴史等「知能情報処理基礎」（前期1週）

・AIの倫理，AIの社会的受容性等「知能情報処理基礎」（前期1週）

・機械学習の発展と応用等「知能情報処理基礎」（前期1-8週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ「微分積分１」（前期１～３週）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分１」（前期８週）
・積分と面積の関係「解析１」（前期１週）
・２変数関数の微分法、積分法「解析１」（前期１４～１５週）
・１変数関数の微分法、積分法「微分積分１」（前期９～１３週）
・集合、ベン図「数学基礎Ａ１」（前期１４週）
・多項式関数「数学基礎Ａ１」（前期７～８週）
・条件付き確率「確率・統計」（後期４～５週）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率・統計」（後期７～８週）
・相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（後期９～１０週）
・確率分布、正規分布「確率・統計」（後期１１～１４週）
・ベクトルと行列「線形代数２」（後期１～７週）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数２」（後期１～２週）
・逆行列「線形代数２」（後期４週、６週、１２週）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「情報処理演習」（後期1-4週）
・探索（サーチ），並び替え（ソート）「情報処理演習」（後期5-11週）

・コンピュータで扱うデータ「情報処理Ⅰ」（後期4-13週）
・配列「情報処理Ⅱ」（前期8-14週）
・構造体「情報処理Ⅳ」（前期8-14週）

・文字型，整数型，浮動小数点型，分岐「情報処理Ⅰ」（後期4-13週）
・分岐，反復，配列，引数，関数「情報処理Ⅱ」（前期1-14週）
・関数，変数，ポインタ，文字列，文字配列「情報処理Ⅲ」（後期1-14週）
・順次，分岐，反復の構造を持つプログラムの作成「情報処理演習」（後期1-11週）
・基礎的なプログラム作成，計算機を用いた数学的な処理，アルゴリズムの理解とプログラミング言語による記述，
　複数のアルゴリズムによる同一問題の解決「数値解析」（前期9-14週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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3-4

3-9

・深層学習の応用と革新，ニューラルネットワーク等「知能情報処理基礎」（前期9-14週）

・AIの学習と推論，評価，再学習等「知能情報処理基礎」（前期1-14週）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・プログラム演習に基づくデータエンジニアリング基礎「情報処理Ⅰ」（後期1-14週），「情報処理Ⅱ」（前期1-14週），
 「情報処理Ⅲ」（後期1-14週），「情報処理Ⅳ」（前期1-14週），「情報処理演習」（後期1-14週）

・実践の場を通じた学習体験に基づくデータ・AI活用 企画・実施・評価、関数, 順次、分岐、反復の構造を持つプログラ
ムの作成「電気電子工学実験Ⅰ」（後期9-12週）
可視化目的（比較、構成、分布、変化など）に応じた図表化、アルゴリズムの表現（フローチャート）、コンピュータで扱
うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）、文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算関
数、引数、戻り値「電気電子工学実験Ⅲ」（後期8－9週，11-12週）、「電気電子工学実験Ⅳ」（前期11-12週）
IoT（Internet of Things）, 認識技術の活用事例 「創造実習Ⅰ」（前期11-15週）
認識技術の活用事例, パターン認識, AIの社会実装 「創造実習Ⅱ」（後期1-14週）

・デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できる。
・社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。
・データや情報の取り扱い、発信、保護等に必要な原則、法規および倫理に則った行動ができる。
・データを利活用するための様々な手法について身につけ、適切に取り扱うことができる。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。
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様式１-３

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○ ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1 ○

2 ○データ処理とAI

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

情報処理Ⅲ

授業科目 授業科目

ロボット工学

コンピュータリテラシ

情報通信ネットワーク

コンピュータリテラシ

授業科目 授業科目

データ処理とAI

情報工学演習

数学基礎Ａ１ 情報処理Ⅰ

微分積分１ 情報処理Ⅱ

線形代数２

情報工学演習

授業科目 授業科目

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

解析１

確率・統計

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

電子制御工学科

・卒業認定に必要な単位を修得すること。
・電子制御工学科の学生は、次に掲げる授業科目を全て修得すること。
　　数学基礎Ａ１（２単位・１年）、微分積分１（２単位・２年）、線形代数２（１単位・２年）、解析１（２単位・３年）、確率・統計（１単位・３年）、
コンピュータリテラシ（１単位・１年）、情報処理Ⅰ（１単位・２年）、情報処理Ⅱ（１単位・３年）、情報処理Ⅲ（１単位・３年）、
データ処理とＡＩ（２単位・４年）、情報工学演習（１単位・４年）、情報通信ネットワーク（２単位・５年）、ロボット工学（１単位・５年）

13 18 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施
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⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データを活用した新しいビジネルモデル「データ処理とAI」（1-3回目）

・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「情報工学演習」(10回目）

・ICTの進展、ビッグデータ、クラウドサービス「コンピュータリテラシ」（6回目）
・コンピューターの構成、動作、性能「コンピュータリテラシ」（7回目）
・ネットワーク「コンピュータリテラシ」（13,14回目）「情報通信ネットワーク」（2-9回目）

・AI技術の活用領域の広がり「データ処理とAI」（1-3回目）

・AI倫理、AIの社会的受容性「データ処理とAI」（1-3回目）

・実世界で進む機械学習の応用と発展「データ処理とAI」（4-6回目）

・実世界で進む機械学習の応用と革新「データ処理とAI」（4-6回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ「微分積分１」（前期１～３週）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分１」（前期８週）
・積分と面積の関係「解析１」（前期１週）
・２変数関数の微分法、積分法「解析１」（前期１４～１５週）
・１変数関数の微分法、積分法「微分積分１」（前期９～１３週）
・集合、ベン図「数学基礎Ａ１」（前期１４週）
・多項式関数「数学基礎Ａ１」（前期７～８週）
・条件付き確率「確率・統計」（後期４～５週）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率・統計」（後期７～８週）
・相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（後期９～１０週）
・確率分布、正規分布「確率・統計」（後期１１～１４週）
・ベクトルと行列「線形代数２」（後期１～７週）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数２」（後期１～２週）
・逆行列「線形代数２」（後期４週、６週、１２週）

・ソートアルゴリズム（バブルソート、単純選択ソート、クイックソート、バケットソート）「情報工学演習」（11-14回目）

・情報量の単位（二進数）「コンピュータリテラシ」（10回目）
・配列「情報処理Ⅰ」（12-14回目）
・文字コード「情報処理Ⅱ」（6,7回目）

・文字型、整数型、浮動小数点型「情報処理Ⅰ」（3回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「情報処理Ⅰ」（3-8回目）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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3-9
・複数のAI技術を活用したシステム「ロボット工学」（1回目）、「データ処理とAI」(1回目)
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Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・プログラミング演習「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」「情報処理Ⅲ」

・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「データ処理とAI」（1-3回目）
(実施内容)社会課題についてデータを収集し、AI技術を活用したサービスをグループにて討議し提案する。

・デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できる。
・社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。
・データや情報の取り扱い、発信、保護等に必要な原則、法規および倫理に則った行動ができる。
・データを利活用するための様々な手法について身につけ、適切に取り扱うことができる。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。
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様式１-４

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

2 ○

人工知能Ⅱ

データサイエンス

授業科目 授業科目

データサイエンス

情報処理Ⅱ

授業科目 授業科目

人工知能Ⅰ

情報処理Ⅰ

数学基礎Ａ１ 情報処理Ⅲ

微分積分１ データ構造とアルゴリズム

線形代数２

人工知能Ⅱ

授業科目 授業科目

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

解析１

確率・統計

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

情報工学科

・卒業認定に必要な単位を修得すること。
・情報工学科の学生は、次に掲げる授業科目を全て修得すること。
　　数学基礎Ａ１（２単位・１年）、微分積分１（２単位・２年）、線形代数２（１単位・２年）、解析１（２単位・３年）、確率・統計（１単位・３年）、
情報処理Ⅰ（２単位・１年）、情報処理Ⅱ（２単位・２年）、情報処理Ⅲ（２単位・３年）、人工知能Ⅰ（１単位・３年）、
データ構造とアルゴリズム（１単位・４年）、人工知能Ⅱ（１単位・４年）、データサイエンス（２単位・４年）

12 19 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施
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⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「人工知能Ⅱ」
（後期１～４週、６～１４週）、「データサイエンス」（後期３～１２週）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス」（後期１～２週）

・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～１４週）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス」（後期１～１２週）

・ビッグデータ活用事例「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～８週）
・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「人工知能Ⅱ」（後期９～１４
週）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「人工知能Ⅰ」（後期１～１２週）、「データサイエンス」
（後期１～１２週）
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）「人工知能Ⅰ」（後期１３～１４週）、「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～１４週）

・AI倫理、AIの社会的受容性「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～８週）、「データサイエンス」（後期１～１２週）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「人工知能Ⅱ」（後期９～１４週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ「微分積分１」（前期１～３週）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分１」（前期８週）
・積分と面積の関係「解析１」（前期１週）
・２変数関数の微分法、積分法「解析１」（前期１４～１５週）
・１変数関数の微分法、積分法「微分積分１」（前期９～１３週）
・集合、ベン図「数学基礎Ａ１」（前期１４週）
・多項式関数「数学基礎Ａ１」（前期７～８週）
・条件付き確率「確率・統計」（後期４～５週）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率・統計」（後期７～８週）
・相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（後期９～１０週）
・確率分布、正規分布「確率・統計」（後期１１～１４週）
・ベクトルと行列「線形代数２」（後期１～７週）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数２」（後期１～２週）
・逆行列「線形代数２」（後期４週、６週、１２週）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「情報処理Ⅰ」（前期１～７週、前期９週～１４週、後期１～７週、後期９～１４
週）、
「情報処理Ⅱ」（前期１～１４週、後期１～１４週）、「情報処理Ⅲ」（前期１～１４週、後期１～１３週）、「データ構造とアル
ゴリズム」（前期１～１４週）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「情報処理Ⅱ」（後期４週）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「情報処理Ⅰ」（前期１～１４週、後期１～２週、後期９
～１４週）、「情報処理Ⅱ」（前期１～１４週、後期６～１４週）、「情報処理Ⅲ」（後期７～１３週）、「データ構造とアルゴリ
ズム」（前期１～９週）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「情報処理Ⅰ」（後期３～７週）、「情報処理Ⅱ」（前期１～５週）

・構造化データ、⾮構造化データ「情報処理Ⅱ」（後期５週）、「情報処理Ⅲ」（後期１～６週）、「データ構造とアルゴリズ
ム」（前期１０～１４週）

・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「情報処理Ⅰ」（前期１～１４週、後期１～２週）、「情報処理Ⅱ」（後
期４週、１４週）、「情報処理Ⅲ」（後期７～１３週）、「データ構造とアルゴリズム」（前期１～９週）
・変数、代入、四則演算、論理演算「情報処理Ⅰ」（後期３～７週）、「情報処理Ⅱ」（前期１～１４週、後期５週）、「情報
処理Ⅲ」（前期１～１２週、後期１～６週）、「データ構造とアルゴリズム」（前期１０～１４週）
・関数、引数、戻り値「情報処理Ⅰ」（後期９～１４週）、「情報処理Ⅱ」（後期１～３週、６週～８週）
・文字型、整数型、浮動小数点型「情報処理Ⅱ」（後期９～１４週）、「情報処理Ⅲ」（前期８～１４週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「人工知能Ⅰ」（後期１～４週）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「人工知能Ⅰ」（後期５～１４週）、「人工知能Ⅱ」（後期１～１４
週）、「データサイエンス」（後期１～１２週）

・ニューラルネットワークの原理「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～８週）、「データサイエンス」（後期１～１２週）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「人工知能Ⅱ」（後期９～１４週）

・AIの学習と推論、評価、再学習「人工知能Ⅱ」（後期１～４週、６～１４週）、「データサイエンス」（後期１～１２週）
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Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・データサイエンスと情報理論「データサイエンス」（後期１～２週）
・データ分析・統計「データサイエンス」（後期３～１０週）
・数理計画法・ＡＩ「データサイエンス」（後期１１～１２週）

・AIの学習と推論、評価、再学習「人工知能Ⅰ」（後期１３～１４週）、「人工知能Ⅱ」（後期９～１４週）

・デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できる。
・社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。
・データや情報の取り扱い、発信、保護等に必要な原則、法規および倫理に則った行動ができる。
・データを利活用するための様々な手法について身につけ、適切に取り扱うことができる。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。
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様式１-５

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

情報処理Ⅱ

情報処理Ⅲ

授業科目 授業科目

情報処理Ⅲ

情報処理Ⅱ

授業科目 授業科目

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅰ

数学基礎Ａ１

微分積分１

線形代数２

情報処理Ⅱ

授業科目 授業科目

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

解析１

確率・統計

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

都市環境デザイン工学科

・卒業認定に必要な単位を修得すること。
・都市環境デザイン工学科の学生は、次に掲げる授業科目を全て修得すること。
　　数学基礎Ａ１（２単位・１年）、微分積分１（２単位・２年）、線形代数２（１単位・２年）、解析１（２単位・３年）、確率・統計（１単位・３年）、情報
処理Ⅰ（１単位・２年）、情報処理Ⅱ（１単位・２年）、情報処理Ⅲ（１単位・３年）

8 11 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施
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⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会，Sosiety5.0「情報処理Ⅰ」（前期2，12週）
・データサイエンス活用事例「情報処理Ⅲ」（前期9週）

・様々なデータ分析手法「情報処理Ⅱ」（前期1週）「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・データ分析の進め方「情報処理Ⅲ」（前期9〜10週）
・分析目的の設定「情報処理Ⅲ」（前期10週），

・ICTの進展とビッグデータ「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・ビッグデータの収集及び蓄積とクラウドサービス「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・ビッグデータの活用事例「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）

・AIの歴史，推論，探索，トイプロブレム，エキスパートシステム「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週），
・汎用AI/特化型AI（強いAIと弱いAI）「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）

・AI倫理，AIの社会的受容性「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・プライバシーの保護，個人情報の取り扱い「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）

・実世界で進む機械学習の応用と発展「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・機械学習，教師あり学習，教師なし学習「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）

・実世界で進む深層学習の応用と革新「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・ニュートラルネットワークの原理「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ「微分積分１」（前期１～３週）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分１」（前期８週）
・積分と面積の関係「解析１」（前期１週）
・２変数関数の微分法、積分法「解析１」（前期１４～１５週）
・１変数関数の微分法、積分法「微分積分１」（前期９～１３週）
・集合、ベン図「数学基礎Ａ１」（前期１４週）
・多項式関数「数学基礎Ａ１」（前期７～８週）
・条件付き確率「確率・統計」（後期４～５週）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率・統計」（後期７～８週）
・相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（後期９～１０週）
・確率分布、正規分布「確率・統計」（後期１１～１４週）
・ベクトルと行列「線形代数２」（後期１～７週）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数２」（後期１～２週）
・逆行列「線形代数２」（後期４週、６週、１２週）

・アルゴリズムの表現「情報処理Ⅱ」（フローチャート）（前期7週〜13週）
・ソートアルゴリズム，バブルソート，選択ソート，挿入ソート「情報処理Ⅰ」（5〜6週，11週）

・情報量の単位（ビット，バイト），2進数，16進数「情報処理Ⅰ」（前期13週〜14週）
・グラフ「情報処理Ⅰ」（前期4週）
・配列「情報処理Ⅱ」（後期11週）

・文字型，整数型，浮動小数点型「情報処理Ⅱ」（後期4週〜5週），
・関数，戻り値，引数「情報処理Ⅱ」（後期3週〜4週，12週〜13週），
・変数「情報処理Ⅱ」（後期4週〜５週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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・AIの学習と推論，評価，再学習「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
・AIの開発環境と実行環境「情報処理Ⅲ」（前期1週〜14週）
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Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・VBAプログラミング演習「情報処理Ⅱ」（後期3週〜13週）
・Pythonプログラミング演習「情報処理Ⅲ」（前期1週〜8週）

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算、関数、引数、戻り値、順次、分岐、反復の構造
を持つプログラムの作成「情報処理Ⅲ」（前期9〜14週）
（実施内容）上記をアルゴリズム内に含んだ課題テーマに対するPBL型グループワーク

・デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できる。
・社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。
・データや情報の取り扱い、発信、保護等に必要な原則、法規および倫理に則った行動ができる。
・データを利活用するための様々な手法について身につけ、適切に取り扱うことができる。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 846 人 女性 201 人 （ 合計 1047 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

機械工学科 213 40 200 42 0 42 21%

電気電子工学科 208 40 200 42 0 42 21%

電子制御工学科 215 40 200 41 0 41 21%

情報工学科 208 40 200 42 0 42 21%

都市環境デザイン工学科 203 40 200 42 0 42 21%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,047 200 1,000 209 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 209 21%

鹿児島工業高等専門学校

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 74 人 （非常勤） 50 人

② プログラムの授業を教えている教員数 48 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

鹿児島工業高等専門学校

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

上田　悦子 校長

教務委員会

玉利　陽三 教務主事

鹿児島工業高等専門学校教務委員会規則

　デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・ＡＩの基礎的素養に加え、
自らの専門分野において応用・活用できる応用基礎力を全ての学生に対して修得させることを目
的とし、教務委員会において数理・データサイエンス・AI教育プログラムを推進・改善させる。また、
自己点検・評価委員会においてカリキュラムや授業内容の点検および評価を行う。

副校長（教務主事）　情報工学科　教授　玉利　陽三
機械工学科　准教授　小田原　悟
電気電子工学科　教授　奥　高洋
電子制御工学科　教授　吉満　真一
情報工学科　准教授　原　崇
都市環境デザイン工学科　教授　川添　敦也
一般教育科　教授　篠原　学
一般教育科　講師　曽山　夏菜
学生課　課長　執行　正一



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 60%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 1,000

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

80% 100%

具体的な計画

  本校では、プログラム実施科目として、一部を除き、全員が履修する科目（必修科目、自動選択
科目）を配置している。また、選択科目から実施科目を配置している学科もあるが、その場合、学
科と協力しながら実施科目履修の重要性について、学生へ理解を図っていく。

　本プログラムについて、希望する学生は、全ての実施科目を履修できる体制となっている。

　本プログラムについて、ホームページ上で周知（記載）し、併せてホームルーム等で学生へ周知
している。

21% 40%



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　低学年（1～2年生）のクラスについては、クラス担任及び副担任（2名/学年）が連携し、3年生以
上についても、クラス担任及び学科長が連携し、目的に合わせた学生支援体制を構築している。
　また、授業時間外でも、学生がいつでも教員へ質問や相談等が出来るよう各教員のオフィスア
ワーを公開している。

　本プログラムについて、全ての学生が履修できる体制（システム）として配置しているが、万が一
単位未修得となった場合においても、再試験、再評価などで履修できる体制をとっている。
　なお、対面授業が難しい場合は、Moodleを利活用した遠隔授業で対応し、全学的な学習支援を
行っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 鹿児島工業高等専門学校

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 岸田　一也 （役職名） 総務企画主事

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　実施科目については、全員が履修する科目と選択科目の2種類の科目を配置している。選択科目については、専門
学科と協力し実施科目の重要性について、学生へ理解を図っていく。

学修成果

　複数年次で実施科目を配置しており、入学時から卒業年次まで継続して当該プログラムを実施している。上述のとお
り、再履修、再試験を含めほぼ100％の学生が全ての実施科目を修得している。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　例年、期末試験期間内に「授業アンケート」を実施し、学生の満足度を確認している。アンケート結果については、教
務委員会で報告され、今後の学校運営等に活用している。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　実施科目について、本校では全員が履修する科目として配置（４２科目中４０科目）しているため、他の学生に推奨す
るという状況は発生しない。選択科目（２科目）についても、授業アンケートの満足度調査の結果を活用し、後輩たちへ
履修をうながしていく。
　また、授業アンケート結果を分析しながら、今後の履修について活用していく。

自己点検・評価について

鹿児島工業高等専門学校内部質保証委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

　実施科目については、４２科目中２科目は全員が履修すべき科目として配置しており、残り４０科目は選択科目として
配置している。　修得状況については、例年、概ね８５％以上の学生が修得しており、未修得者についても、再履修、再
試験等で修得している。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　本校は、令和４年度に教育課程を大幅に刷新し、「AＩ基礎」、「知能情報処理基礎」、「データ処理とAI」、「データサイ
エンス」、「コンピュータリテラシ」など、低学年から高学年まで数理・データサイエンス・AIを学ぶ機会を設けた。また、教
育課程外の活動にも力を入れており、令和６年度には「AIの技術と活用」としてAIデータサイエンスの専門家２名を招き
夏季集中講義を開講し、最先端のAI技術等に触れることで学ぶ楽しさや学ぶことの意義の理解を促進した。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

　本校では、年に2回授業アンケートを実施し、授業内容について学生の意見を把握し、授業改善に繋げている。また、
年に２回教員間の相互授業見学を行っており、教員同士で授業を見学し、意見を伝え、取り入れることで教員目線での
授業改善にも繋げている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　令和7年3月時点で教育プログラムの修了者はいないが、令和6年度卒業生（就職者123名）には求人数が１学科あた
り1,000～1,200名程度あり、求人倍率は40～50倍程度と非常に良い評価をいただいている。また、この内県内企業の
就職率は23％程度であるが、県内企業からは、もっと県内就職者を増やしてほしい旨要望をいただいている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　例年、外部評価委員会を実施し、学校運営及び教育プログラム等について意見を伺っている。また、鹿児島高専テク
ノクラブ（KTC）会員様（県内企業約100社）とは、常時交流を深め、連携教育等を通じ、本校の教育改善に協力をいた
だいている。



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 数学基礎Ａ１
科目基礎情報
科目番号 1005 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 「新基礎数学 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新基礎数学問題集 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新編　
高専の数学１問題集(第2版)」田代嘉宏編　森北出版

担当教員 棈松 祐介,拜田 稔,山本 康平
到達目標
（１）整式や分数式の計算力を養い、実数や複素数についての理解を深め、それらの扱いに習熟する。
（２）基礎的な方程式・不等式の解法を習得し、具体的な問題に応用できる力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

整式の加法・減法・乗法 整式の加法・減法や、展開公式を
用いた乗法の計算ができる。

整式の加法・減法や簡単な乗法の
計算ができる。

整式の加法・減法・乗法の計算が
できない。

整式の因数分解 文字の多い整式や、多少複雑な整
式でも因数分解ができる。 簡単な整式の因数分解ができる。 簡単な整式の因数分解ができない

。
整式の割り算 複雑な整式の割り算でもできる。 簡単な整式の割り算ができる。 簡単な整式の割り算ができない。

因数定理 因数定理を使って三次以上の整式
の因数分解ができる。

因数定理を使って三次式の因数分
解ができる。 因数定理が使えない。

分数式の計算 複雑な分数式の計算や、繁分数式
の計算ができる。 簡単な分数式の計算ができる。 簡単な分数式の計算ができない。

根号を含む式の計算 根号を含む複雑な式の計算ができ
る。

根号を含む簡単な式の計算や分母
の有理化ができる。

根号を含む簡単な式の計算ができ
ない。

複素数の四則演算 複素数の複雑な四則演算ができる
。

複素数の簡単な四則演算や分母の
有理化ができる。 複素数の四則演算ができない。

二次方程式 二次方程式を解の公式や因数分解
によって解くことができる。

二次方程式を解の公式を使って解
くことができる。 二次方程式が解けない。

いろいろな方程式 高次方程式や分数方程式、無理方
程式を解くことができる。 三次方程式が解ける。 三次方程式が解けない。

いろいろな不等式 高次不等式や連立不等式が解ける
。 三次不等式が解ける。 一次不等式や二次不等式が解けな

い。

等式・不等式の証明 いろいろな等式や不等式の証明が
できる。

簡単な等式や不等式の証明ができ
る。 等式や不等式の証明ができない。

集合の記号、ド・モルガンの法則
集合の記号やド・モルガンの法則
を説明でき、それらを使って様々
な問題を解くことができる。

集合の記号やド・モルガンの法則
を説明できる。

集合の記号やド・モルガンの法則
を説明できない。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明でき、様々な問題に応用でき
る。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明できる。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 本科目は、高専数学の基礎科目として位置付けられる。

授業の進め方・方法
数と式の計算、方程式と不等式などを講義形式で教授する。
ただし、状況により小テスト、レポートまたは学生による発表を行うことがある。
中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題を解いておくこと。
（２）授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から教科書や問題集の問題などを解く習慣をつけること。
（４）問題を解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 整式の計算 整式の加法・減法、乗法の計算ができる。

2週 因数分解と整式の除法 整式の因数分解ができる。
整式の除法の計算ができる。

3週 剰余の定理と因数定理 剰余の定理と因数定理が使える。因数定理を用いて、
次数が３以上の整式の因数分解ができる。

4週 分数式の計算 分数式の通分や約分などの計算ができる。繁分数式の
計算ができる。

5週 実数と平方根
実数の定義を説明できる。絶対値の定義と性質を説明
できる。
平方根の定義と根号の性質を説明でき、根号を含む式
の計算ができる。分母の有理化ができる。

6週 複素数
複素数の定義を説明できる。複素数の四則演算ができ
る。複素数平面や共役複素数の定義を説明できる。複
素数の絶対値の計算ができる。



7週 二次方程式、解と係数の関係
解の公式が使える。判別式を用いて解の判別ができる
。
解と係数の関係を説明できる。二次方程式の解を用い
て、因数分解ができる。

8週 いろいろな方程式 高次方程式が解ける。連立方程式が解ける。
絶対値を含む方程式が解ける。

2ndQ

9週 いろいろな方程式 分数方程式が解ける。無理方程式が解ける。

10週 恒等式、等式の証明
恒等式が理解できる。分数式の部分分数分解ができる
。
等式の証明ができる。

11週 不等式 不等式の性質を説明できる。一次不等式が解ける。連
立不等式が解ける。

12週 いろいろな不等式 二次不等式が解ける。高次不等式が解ける。

13週 不等式の証明 相加平均と相乗平均の関係を証明できる。いろいろな
不等式が証明できる。

14週 集合と命題

集合の記号を説明できる。ド・モルガンの法則を説明
できる。
命題の真偽や必要条件・十分条件を説明できる。命題
の否定や逆・裏・対偶を説明できる。背理法を説明で
きる。

15週 試験答案の返却・解説
各試験において間違えた部分を自分の課題として把握
する。
関数とグラフについて説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算、及び因数定理等を利用した簡単な因数分
解ができる。　 3 前1,前2,前

3
分数式の加減乗除の計算ができる。 3 前4
実数の絶対値について理解し、計算ができる。 3 前5
分母の有理化等の平方根の計算ができる。 3 前5
複素数の相等を理解し、加減乗除及び絶対値の計算ができる。 3 前6
解の公式等を利用して、二次方程式を解くことができる。 3 前7
因数定理等を利用して、高次方程式を解くことができる。 3 前8
連立方程式を解くことができる。 3 前8
無理方程式及び分数方程式を解くことができる。 3 前9
一次不等式及び二次不等式を解くことができる。 3 前11,前12
恒等式の考え方を活用できる。 3 前10

評価割合
定期試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 微分積分１
科目基礎情報
科目番号 1026 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材
「新基礎数学 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新基礎数学問題集 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新微分
積分Ｉ 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書／「新微分積分Ｉ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書、「新編 高専
の数学２ 問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版、「新編 高専の数学３ 問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版

担当教員 棈松 祐介,熊谷 博,松浦 將國
到達目標
（１）場合の数、順列、組合せ、二項定理、数列についての基礎知識を習得する。
（２）関数の極限を学び、導関数の定義を理解する。
（３）微分法の計算力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

場合の数 場合の数や二項定理を用いて、問
題を解くことができる。

順列、階乗、組合せを説明し、値
を求めることができる。
場合の数の基本的な問題を解くこ
とができる。
二項定理が説明でき、展開式の係
数を求めることができる。

表や樹形図を用いて場合の数を求
めることができない。
積の法則、和の法則が説明できな
い。

数列

漸化式で表された数列の一般項を
求めることができる。
数学的帰納法が説明できる。
数列を用いて、問題を解くことが
できる。

等差数列・等比数列の一般項や数
列の和を求めることができる。
総和記号を用いた基本的な数列の
和を求めることができる。

数列の用語・記号が説明できない
。
総和記号の性質が説明できない。

関数の極限値を求めることができ
る。

分母・分子の有理化や、指数関数
を含む式など、多少複雑な関数の
極限値でも求めることができる。

簡単な関数の極限値を求めること
ができる。

簡単な関数の極限値を求めること
ができない。

関数の導関数を求めることができ
る。

積の微分、商の微分、合成関数の
微分が確実にでき、様々な関数の
導関数を求めることができる。

基本的な関数の微分や、積の微分
、商の微分、合成関数の微分がで
きる。

基本的な関数の微分や、積の微分
、商の微分、合成関数の微分が確
実にはできない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等

概要
（１）数学基礎Ａ１～Ｂ２の知識を必要とする。
（２）場合の数、順列、組合せ、二項定理と数列は、高専数学の基礎科目として位置づけられる。
（３）微分法は、工学および自然科学の重要な基礎として位置づけられる。

授業の進め方・方法 前半に場合の数、順列、組合せ、二項定理と数列を、後半に関数の極限と微分を講義形式で行う。
中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題をノートに解いておくこと。
（２）毎日３０分以上問題を解くこと。授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から問題集や教科書の章末問題などをノートに解く習慣をつけること。
（４）問題をノートに解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 場合の数と順列 積の法則と和の法則が理解できる。
簡単な順列の計算ができる。

2週 組合せ 基本的な組合せの計算ができる。

3週 順列の計算、二項定理 基本的な順列の計算ができる。
二項定理が使える。

4週 等差数列 等差数列の一般項と和の公式が使える。
5週 等比数列 等比数列の一般項と和の公式が使える。
6週 数列の和 和の記号Σの公式を用いて問題が解ける。
7週 漸化式 漸化式の定義を説明できる。

8週 関数の極限と導関数
関数の極限値を求めることができる。
無限大を説明できる。
平均変化率と微分係数の定義が説明できる。

2ndQ

9週 関数の極限と導関数
導関数の定義が説明でき、整関数の微分ができる。
積の微分ができる。
商の微分ができる。

10週 関数の極限と導関数
三角関数を含む式の極限値が計算できる。
三角関数の微分ができる。
自然対数の底eの定義に基づいて極限値の計算ができる
。

11週 関数の極限と導関数 指数関数の微分ができる。
合成関数の微分ができる。

12週 いろいろな関数の導関数
合成関数の微分ができる。
対数関数の微分ができる。
対数微分法で計算ができる。



13週 いろいろな関数の導関数 逆三角関数の値を求めることができる。
逆三角関数の微分ができる。

14週 いろいろな関数の導関数
右極限・左極限が説明できる。
連続関数の定義と性質が説明できる。
中間値の定理が説明できる。

15週 試験答案の返却・解説
各試験において間違った部分を自分の課題として把握
する。
簡単な不定積分の計算ができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間・期末試験 小テスト・課題等 合計
総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 線形代数２
科目基礎情報
科目番号 1029 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 「新線形代数 改訂版」　高遠節夫ほか著　大日本図書／「新線形代数問題集 改訂版」　高遠節夫ほか著　大日本図書、
「新編　高専の数学２問題集（第２版）」　田代嘉宏編　森北出版

担当教員 山本 康平,嶋根 紀仁
到達目標
（１） 行列や逆行列についての基本事項を学び、連立１次方程式への基本的な応用を目標とする。
（２） 行列式についての基本事項を学び、行列、連立１次方程式、ベクトルへの基本的な応用を目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

行列の演算ができ、逆行列を求め
ることができる。

行列の逆行列を求めることができ
、逆行列が存在しない場合の解を
、階数を使って説明できる。

行列の演算ができ、その逆行列を
求めることができ、さらに連立方
程式も解ける。

行列の演算ができ、その逆行列を
求めることができない。

行列式の計算ができ、連立方程式
が解ける。

行列式の計算と応用ができ、その
図形的意味と線形独立の関係を説
明でき、外積計算ができる。

行列式の計算ができ、クラメルの
公式により、連立方程式が解ける
。

行列式の計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 （１）数学基礎Ａ１～Ｂ２および線形代数１の知識を前提とする。

（２）行列・行列式は数学・自然科学および専門科目の基礎として多くの分野で利用されている。
授業の進め方・方法 行列と行列式の授業を講義形式で行う。中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題を解いておくこと。
（２）授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から問題集や教科書の問題などを解く習慣をつけること。
（４）問題を解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 行列の和・差、数との積 行列の和・差、数との積を計算できる。

2週 行列の積 行列の積を計算できる。
零因子について説明できる。

3週 転置行列 転置行列、対称行列、交代行列について説明できる。

4週 逆行列 正則行列について説明できる。
２次の正則行列の逆行列が求められる。

5週 消去法 消去法により連立１次方程式を解くことができる。

6週 逆行列と連立１次方程式 ｎ次の正則行列の逆行列が求められる。
逆行列を用いて連立１次方程式を解くことができる。

7週 行列の階数 行列の階数が求められる。
連立１次方程式が解を持つ条件について説明できる。

8週 行列式の定義 ２次・３次の行列式の計算ができる。
行列式の定義を説明できる。

4thQ

9週 行列式の性質 行列式の性質を説明でき、行列式の計算ができる。
10週 行列の積の行列式 行列の積の行列式が求められる。
11週 行列式の展開 行列式の展開ができる。
12週 行列式と逆行列 余因子行列について説明できる。

13週 連立１次方程式と行列式

クラメルの公式について説明できる。
連立１次方程式が零ベクトル以外の解を持つための条
件を説明できる。
空間のベクトルが線形独立であるための条件を説明で
きる。

14週 行列式の図形的意味、外積 行列式の図形的意味を説明できる。
空間のベクトルの外積を求めることができる。

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算、及び因数定理等を利用した簡単な因数分
解ができる。　 3

連立方程式を解くことができる。 3
恒等式の考え方を活用できる。 3
行列の和、差、実数倍、及び積の計算ができる。 3
行列の正則性を判定し、逆行列を求めることができる。 3



行列式の性質を理解し、行列式の値の計算ができる。 3
行列を利用して連立一次方程式を解くことができる。 3

評価割合
中間・期末試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 解析１
科目基礎情報
科目番号 1045 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材
「新微分積分Ⅰ改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。「新微分積分 Ⅱ改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。
「新微分積分Ⅰ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。「新微分積分Ⅱ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図
書。「新編 高専の数学２問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版。「新編 高専の数学３問題集（第２版）」田代嘉
宏 編、森北出版。

担当教員 嶋根 紀仁,拜田 稔,山本 康平
到達目標
（１）定積分の応用ができること。
（２）関数の展開ができること。
（３）2変数関数の偏微分ができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

図形の面積、曲線の長さや立体の
体積を求めることができる。

様々な図形の面積、曲線の長さや
立体の体積を求めることができる
。

簡単な図形の面積、曲線の長さや
立体の体積を求めることができる
。

図形の面積、曲線の長さや立体の
体積を求めることができない。

媒介変数表示された図形の面積、
曲線の長さや立体の体積を求める
ことができる。

媒介変数表示された様々な図形の
面積、曲線の長さや立体の体積を
求めることができる。

媒介変数表示された簡単な図形の
面積、曲線の長さや立体の体積を
求めることができる。

媒介変数表示された図形の面積、
曲線の長さや立体の体積を求める
ことができない。

極座標による図形の表示ができ、
極座標表示された図形の面積や曲
線の長さを求めることができる。

極座標による様々な図形の表示が
でき、極座標表示された様々な図
形の面積や曲線の長さを求めるこ
とができる。

極座標による簡単な図形の表示が
でき、極座標表示された簡単な図
形の面積や曲線の長さを求めるこ
とができる。

極座標による図形の表示や、極座
標表示された図形の面積や曲線の
長さを求めることができない。

広義積分を求めることができる。 様々な関数の広義積分を求めるこ
とができる。

簡単な関数の広義積分を求めるこ
とができる。

広義積分を求めることができない
。

区分求積法により極限値を求めた
り、定積分を用いて不等式の証明
をしたりすることができる。

区分求積法により様々な極限値を
求めたり、定積分を用いてやや難
しい不等式の証明をしたりするこ
とができる。

区分求積法により簡単な極限値を
求めたり、定積分を用いて簡単な
不等式の証明をしたりすることが
できる。

区分求積法により極限値を求めた
り、定積分を用いて不等式の証明
をしたりすることができない。

多項式による近似
マクローリンの定理を用いて、関
数のｎ次近似式や、近似値の誤差
の限界を求めることができる。

関数のｎ次近似式を求めることが
できる。

関数のｎ次近似式を求めることが
できない。

簡単な数列の収束・発散を調べ、
極限値を求めることができる。

いろいろな数列の収束・発散を調
べ、極限値を求めることができる
。

簡単な数列の収束・発散を調べ、
極限値を求めることができる。

数列の収束・発散を調べ、極限値
を求めることができない。

関数のマクローリン展開を求める
ことができる。

様々な関数のマクローリン展開を
求めることができる。

基本的な関数のマクローリン展開
を求めることができる。

関数のマクローリン展開を求める
ことができない。

基本的な関数を偏微分することが
できる。

基本的な関数を偏微分することが
でき、全微分の計算や応用ができ
る。

基本的な関数を偏微分することが
できる。

基本的な関数を偏微分することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 （１）数学基礎Ａ１～Ｂ２、微分積分１・２、線形代数１の基礎知識を前提とする。

（２）定積分の応用、関数の展開や偏微分は、工学の基礎である。

授業の進め方・方法 定積分の応用や関数の展開と偏微分の授業を講義形式で行う。
中間試験を実施する。

注意点 （１）教科書や配布プリントを参考に予習を行うこと。授業に集中すること。
（２）受講後は問題集などの問題を解き、解法を身に付けること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 図形の面積 図形の面積を求めることができる。
2週 曲線の長さ 曲線の長さを求めることができる。
3週 立体の体積 立体の体積を求めることができる。

4週 媒介変数表示による図形 媒介変数表示による図形の面積や曲線の長さを求める
ことができる。

5週 極座標による図形 極座標による図形の面積や曲線の長さを求めることが
できる。

6週 広義積分 広義積分を求めることができる。

7週 変化率と積分 時間とともに変化する量を、積分を用いて求めること
ができる。

8週 区分求積法
台形公式

区分求積法で極限値を求めることができる。定積分を
用いて不等式を証明できる。台形公式で定積分の近似
値を計算できる。



2ndQ

9週 多項式による近似
関数の１次近似式、２次の近似式、さらにｎ次近似式
を求めることができる。ランダウの記号を使うことが
できる。

10週 マクローリンの定理と誤差の限界 マクローリンの定理を用いて、関数のｎ次近似式や、
近似値の誤差の限界を求めることができる。

11週 数列の極限と級数
いろいろな数列の収束・発散を調べ、極限値を求める
ことができる。級数の収束・発散を調べ、和を求める
ことができる。

12週 べき級数とマクローリン展開
べき級数の収束半径を求めることができる。基本的な
関数のマクローリン級数やテイラー級数を求めること
ができる。

13週 オイラーの公式
２変数関数

オイラーの公式を導き、使うことができる。２変数関
数の極限値を求めることができる。

14週 偏導関数と全微分 基本的な関数を偏微分することができる。全微分の計
算ができる。接平面の方程式を求めることができる。

15週 試験答案の返却・解説 各試験において間違った部分を自分の課題として把握
する（非評価項目）。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

等差数列・等比数列の一般項やその和を求めることができる。 3
総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 3
不定形を含むいろいろな数列の極限を求めることができる。 3
無限等比級数等の簡単な級数の収束・発散を調べ、その和を求め
ることができる。 3

簡単な場合について、曲線で囲まれた図形の面積を定積分で求め
ることができる。 3

簡単な場合について、曲線の長さを定積分で求めることができる
。 3

簡単な場合について、立体の体積を定積分で求めることができる
。 3

簡単な1変数関数の局所的な1次近似式を求めることができる。 3
1変数関数のテイラー展開を理解し、基本的な関数のマクローリ
ン展開を求めることができる。 3

オイラーの公式を用いて、複素数変数の指数関数の簡単な計算が
できる。 3

2変数関数の定義域を理解し、不等式やグラフで表すことができ
る。 3

評価割合
中間試験・期末試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 確率・統計
科目基礎情報
科目番号 1048 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：高遠節夫ほか「新確率統計 改訂版」，大日本図書． 参考書・補助教材：田代嘉宏編「新編高専の数学3問題集
（第2版）」，森北出版．

担当教員 棈松 祐介,熊谷 博,白坂 繁
到達目標
1. 独立試行の確率，余事象の確率，確率の加法定理，排反事象の確率を理解し，簡単な場合について，確率を求めることができる．
2. 条件付き確率，確率の乗法定理，独立事象の確率を理解し，簡単な場合について確率を求めることができる．
3. 一次元のデータを整理して，平均・分散・標準偏差を求めることができる．
4. 二次元のデータを整理して散布図を作成し，相関係数・回帰曲線を求めることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

事象と確率
独立性，余事象，加法性，排反事
象が適用される／されない事例を
挙げられ，かつこれらの例題をほ
ぼ完全に解くことができる．

独立性，余事象，加法性，排反事
象の定義を正確に述べることがで
き，かつ具体的問題を概ね解くこ
とができる．

独立性，余事象，加法性，排反事
象の定義をあまり述べることがで
きず，具体的問題をほとんど解く
ことができない．

条件付き確率
条件付き確率関連の計算問題をほ
とんど解くことができて，かつ条
件付き確率の例を自ら見つけてく
ることができる．

条件付き確率の定義を正確に述べ
ることができ，かつ具体的問題を
概ね解くことができる．

条件付き確率の定義をあまり述べ
ることができず，具体的問題をほ
とんど解くことができない．

一次元のデータ
平均，分散，標準偏差の定義を正
確に述べられ，具体的な一次元デ
ータに対してこれらをほぼ完璧に
計算できる．

平均，分散，標準偏差の求め方を
正確に説明できて，具体的な一次
元データに対してこれらを概ね正
しく求められる．

平均，分散，標準偏差の求め方を
ほとんど説明できず，具体的な一
次元データに対してこれらをほと
んど計算できない．

二次元のデータ
散布図の作成，共分散・相関係数
・回帰直線の導出が完璧にできて
，それらの意味するところを正し
く述べることができる．

具体的な二次元データに対する散
布図の作成方法と共分散の求め方
を説明できて，相関係数や回帰直
線を概ね正しく求められる．

具体的な二次元データに対して散
布図を作成することがほとんどで
きず，共分散を求めることがあま
りできない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 順列や組合せなどを用いて標準的な確率の計算問題を解いたり，具体的な統計データに対して基本的な統計処理を行う

．

授業の進め方・方法
二年生までに学習した内容（特に組合せ，順列，数列，一変数関数の微分積分）を前提とする．各回講義は学生の予習
を前提として行われる．
中間試験を実施します。

注意点
毎回の授業前に必ず予習を済ませ，用語の意味や具体例，各自の疑問点などを把握しておくこと．また，具体的な問題
を定期的にしっかりと解き，各々の問題に即して用語の意味や考え方を理解すること．各回約60分の自学自習が必要で
ある．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．
2週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．
3週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．

4週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

5週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

6週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

7週 データの整理 一次元のデータについての用語を理解し，平均を求め
ることができる．

8週 データの整理 一次元のデータについて，分散と標準偏差を求めるこ
とができる．

4thQ

9週 データの整理 二次元のデータについて，相関係数や回帰直線の方程
式を求めることができる．

10週 データの整理 二次元のデータについて，相関係数や回帰直線の方程
式を求めることができる．

11週 確率変数と確率分布 与えられた確率分布の平均，分散，標準偏差を求める
ことができる．

12週 確率変数と確率分布 与えられた確率分布の平均，分散，標準偏差を求める
ことができる．

13週 確率変数と確率分布 正規分布表を利用して，確率を求めることができる．
14週 確率変数と確率分布 正規分布表を利用して，確率を求めることができる．

15週 試験答案の返却・解説 各試験において間違えた部分を自分の課題として把握
する（非評価項目）．



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

積の法則と和の法則を利用して、簡単な事象の場合の数を数える
ことができる。 3

簡単な場合について、順列と組合せの計算ができる。 3
総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 3
定積分の定義と微積分の基本定理を理解し、簡単な定積分を求め
ることができる。 3

独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3

2次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求めることができる。 3

評価割合
中間・期末試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 コンピュータリテラシ
科目基礎情報
科目番号 1092 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 なし／適宜、プリントを配布する．K-SEC低学年共通教材．
担当教員 田畑 隆英
到達目標
１．パソコンの基本操作が理解できる．
２．ワープロ，表計算，WWWブラウザのソフトを利用し，各種文書作成ができる．
３．著作権および情報モラル，情報倫理を理解できる．
４．電子メールおよび掲示板閲覧ソフトを利用することができ，個人情報保護を理解できる．
５．プレゼンテーションソフトを利用することができ，情報収集，情報をまとめ，他人に説明することができる．．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

パソコンの基本操作が理解できる
．

パソコンの基本操作が理解でき
，応用操作も理解することができ
る．

パソコンの基本操作が理解でき
，一部の応用操作も理解すること
ができる．

パソコンの基本操作が理解できる
．

ワープロ，表計算，WWWブラウ
ザのソフトを利用し，各種文書作
成ができる．

ワープロ，表計算，WWWブラウ
ザのソフトを利用し，各種文書作
成および情報収集についての応用
を理解できる．

ワープロ，表計算，WWWブラウ
ザのソフトを利用し，各種文書作
成および情報収集について理解で
きる．

ワープロ，表計算，WWWブラウ
ザのソフトを利用し，各種文書作
成ワープロ，表計算，WWWブラ
ウザのソフトを利用し，各種文書
作成および情報収集の一部を理解
できる．

著作権および情報モラル，情報倫
理，個人情報保護を理解できる．

著作権および情報モラル，情報倫
理，個人情報保護を理解して，情
報発信ができる．

著作権および情報モラル，情報倫
理，個人情報保護の基本を理解で
きる．

著作権および情報モラル，情報倫
理，個人情報保護の一部を理解で
きる．

WiFi, Moodle, Office365,
Teamsを利用することができる．

WiFi, Moodle, Office365,
Teamsの応用操作ができる．

WiFi, Moodle, Office365,
Teamsの基本操作ができる．

WiFi, Moodle, Office365,
Teamsの一部を理解して操作する
ことができる．

プレゼンテーションソフトを利用
することができ，情報収集，情報
をまとめ，他人に説明することが
できる．

プレゼンテーションソフトの応用
操作をすることができ，有益な情
報収集，情報を整理してまとめ
，説明することができる．

プレゼンテーションソフトの基本
操作をすることができ，情報収集
，情報をまとめ，説明することが
できる．

プレゼンテーションソフトの基本
操作をすることができ，情報収集
，情報をまとめ，一部を説明する
ことができる．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-b
教育方法等
概要 コンピュータをツールとして利用するための基礎知識や基本的な操作方法を習得することを目標とする．
授業の進め方・方法 パソコンを用いて演習を行い、各テーマについて、レポート課題を出す。

注意点 積極的に学習に取り組み，疑問点があれば，その都度質問すること．また，レポートの提出期限を守ること．２年次以
上での情報処理がスムーズに行えるようにコンピュータの基本的な操作方法を習得する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
Windowsパソコンの基本操作
学内Wi-Fiへの接続方法
Moodleの利用方法

Windowsの基本操作ができる．学内Wi-Fiへ接続でき
る．
Moodleの利用方法を理解できる．
メモ帳で文書を作成し，印刷することができる．

2週
Windowsパソコンの基本操作
Microsoft365の利用方法
マイクロソフトTeamsの利用方法

ペイントブラシでイラストを作成することができる．
マイクロソフトTeamsの利用方法を理解できる．
 Microsoft Wordの基本操作ができる．

3週 ワードプロセッサソフトによる文書の作成 イラストや写真を貼り付けた文書を作成できる．
4週 ワードプロセッサソフトによる文書の作成 イラストや写真を貼り付けた文書を作成できる．
5週 表計算ソフトによる表およびグラフの作成 Microsoft Excelの基本操作ができる．
6週 表計算ソフトによる表およびグラフの作成 表作成や表計算を行い，グラフも作成できる．
7週 表計算ソフトによる表およびグラフの作成 表作成や表計算を行い，グラフも作成できる．

8週 WWWブラウザによる情報の収集 WWWブラウザの基本操作ができる．WWWページヘ
のアクセスでき，情報検索を行うことができる．

2ndQ

9週 著作権 WWWブラウザを利用して，著作権の情報を収集し
，その内容を説明することができる．

10週 オフィス365を用いた電子メールの送受信および掲示
板の閲覧

パスワード管理を行い，ネチケットを守って電子メー
ルを利用することができる．

11週 プレゼンテーションソフトによる効果的なプレゼン資
料の作成

Microsoft PowerPointの基本操作ができ，インターネ
ット上の情報を収集して，スライドを作成することが
できる．

12週 プレゼンテーションソフトによる効果的なプレゼン資
料の作成

Microsoft PowerPointの基本操作ができ，インターネ
ット上の情報を収集して，スライドを作成することが
できる．

13週 プレゼンテーションソフトによる効果的なプレゼン資
料の作成

プレゼンテーション資料を用いて，発表することがで
きる．



14週 情報セキュリティー ネットワークおよび情報セキュリティー対策について
、説明できる．

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 1109 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 〔教科書〕特になし     〔参考書・補助教材〕自作教材(適宜PDFで配布予定)
担当教員 渡辺 創
到達目標
本科目では，様々なソフトウェアの開発に利用されているプログラミング言語であるC言語を修得することを最終目的とし，まずは基本的なC言
語文法の理解を目標とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
2進数・10進数・16進数について
概念を理解し、相互に変換するこ
とができる

2進数・10進数・16進数の整数値
だけでなく小数値についても、相
互に変換することができる

2進数・10進数・16進数について
理解し、整数値について、相互に
変換することができる

2進数・10進数・16進数について
理解できているが、相互変換は不
十分である

データの型や変数定義方法を理解
し、利用することができる

与えられた課題に合わせて複数の
型を選ぶことができ、プログラム
の中で複数の型を定義できる

データの型や変数定義方法を理解
し、指定された型で変数を定義で
きる

データの型や変数定義方法を理解
しているが、変数ができない

printf関数 やscanf関数を使い、画
面出力やキーボード入力を利用す
る事ができる

一つのプログラムの中で、printf関
数もscanf関数も複数個使いこなす
事ができる

printf関数、scanf関数の文法を理
解し、一つ使いこなす事ができる

printf関数、scanf関数の文法を理
解が不十分で、使いこなす事がで
きない

if、for、whileなどの条件分岐や繰
り返しを用いてプログラムを作成
する事ができる

要求に応じてif、for、whileが二つ
以上組み合わさったプログラムを
作成する事ができる

if、for、whileの文法を理解し、単
独で利用する事ができる

if、for、whileの文法を理解が不十
分で、単独でも利用する事ができ
ない

一次元配列、二次元配列の使い方
を理解し、プログラムを作成する
事ができる

一次元配列、二次元配列を定義し
、繰り返し構文と組み合わせたプ
ログラムを作成する事ができる

一次元配列、二次元配列を定義し
、変数として利用することができ
る

一次元配列、二次元配列を定義す
ることができるが、変数として利
用することができない

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-b 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等

概要
プログラミングはIT技術が発展している現在において技術者に要求される必須技術の一つである．実際にPCを用いてプ
ログラムを構築し，実行させることでC言語とハードウェアの操作方法の理解を一層深めることができる．3年次の情報
処理IではC言語の基礎を学習し，基本的なC言語のプログラムを理解し，作成できるようにする．本科目は，3年後期開
講の情報処理II，4年次開講の工学実験、創造実習、メカトロニクス演習および5年次の卒業研究と関連している．

授業の進め方・方法 数値の取り扱いについては教室で、C言語のプログラミングについてはICT実習室で行う．

注意点

C言語でプログラムを作成するためには，C言語のプログラミングに使用するソフトウェアの使用方法を習得し，C言語
の文法についてしっかりと理解し，プログラム作成に利用できることが重要である．
このため，本授業においては反転授業を実施する。すなわち事前に配布する音声解説付き動画を授業前に事前に自己学
習し、授業時間帯は学修してきた内容に関する演習を実施する。
そのため、事前学修を怠ると演習の内容に全くついて行けないので、必ず事前学修に取り組んでから参加すること。
また、演習中において分からない点があればその都度質問をし，積極的に理解を深めるようにすること．また、自身で
自由に利用できるPC環境がある場合は、演習の環境を構築し、数多くの例題に取り組むことを期待する．
なお、本科目は中間試験を実施するため、中間試験の成績と期末試験の成績を1:1で取り扱い、その平均を総合評価の
50%として取り扱う．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 情報処理を学ぶ意義
ＰＣにおける数値の取扱い①

機械工学科で情報処理を学ぶ意義を理解する。
10進数，2進数， 16進数の数の表記法について，説明
できる

2週 ＰＣにおける数値の取扱い② 10進数，2進数， 16進数の相互変換について理解し
，計算できる

3週 ＰＣにおける数値の取扱い③ 10進数，2進数， 16進数の小数表現について理解し
，計算できる

4週 C言語のプログラミングの仕方
入出力と数値演算①

C言語のプログラム作成方法について理解し，そのプ
ログラミングソフトを使用することができる

5週 入出力と数値演算②
変数と値，データの型とデータの入出力，演算と演算
子について理解し，C言語の簡単なプログラムを作成
できる

6週 入出力と数値演算③ printfとscanfを使った入出力の取り扱いができる

7週 入出力と数値演算④ printfとscanfを組み合わせた入出力の取り扱いができ
る

8週 制御構造① C言語におけるif文などの基本的な分岐の概念が説明で
きる

2ndQ

9週 制御構造② C言語におけるwhile文など条件判定繰り返しの概念が
説明できる

10週 制御構造③ C言語におけるfor文などの回数限定繰り返しの概念が
説明できる

11週 制御構造④ if、while、forを組み合わせたプログラムが作成できる
12週 配列① 1次元配列の概念を理解し，利用することができる



13週 配列② 2次元配列の概念を理解し，利用することができる

14週 配列③ 1次元配列、2次元配列と繰り返し構文を組み合わせた
プログラムが作成できる

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違った部分を自分の課題として把握す
る．（非評価項目）

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 3 前1,前2,前
3

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 3 前4

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 3 前4,前5,前

6,前7
任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 3 前4,前5,前

6,前7

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野

力学

速度の意味を理解し、等速直線運動における時間と変位の関係を
説明できる。 3

加速度の意味を理解し、等加速度運動における時間と速度・変位
の関係を説明できる。 3

周速度、角速度、回転速度の意味を理解し、計算できる。 3
向心加速度、向心力、遠心力の意味を理解し、計算できる。 3
剛体の回転運動を運動方程式で表すことができる。 3
平板および立体の慣性モーメントを計算できる。 3

情報処理

プログラムを実行するための手順を理解し、操作できる。 3 前4

定数と変数を説明できる。 3 前5,前6,前
7

整数型、実数型、文字型などのデータ型を説明できる。 3 前5,前6,前
7

演算子の種類と優先順位を理解し、適用できる。 3 前5,前6,前
7

算術演算および比較演算のプログラムを作成できる。 3 前5,前6,前
7

データを入力し、結果を出力するプログラムを作成できる。 3 前6,前7

条件判断プログラムを作成できる。 3 前8,前9,前
10,前11

繰り返し処理プログラムを作成できる。 3 前8,前9,前
10,前11

一次元配列を使ったプログラムを作成できる。 3 前12,前
13,前14

評価割合
試験 小テスト・レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 10 0 10
専門的能力 40 50 90
分野横断的能力 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 1110 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 〔教科書〕特に指定はしないが、自作教材をPDF形式で適宜配布予定
担当教員 渡辺 創
到達目標
本科目では，様々なソフトウェアの開発に利用されているプログラミング言語であるＣ言語を修得することを目的としている，特に特に基本的
な文法を利用した大規模プログラムの記述法や外部ファイルへのアクセス方法などの習得に重点を置く
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
printf関数 やscanf関数を使い、画
面出力やキーボード入力を利用す
る事ができる

一つのプログラムの中で、printf関
数もscanf関数も複数個使いこなす
事ができる

printf関数、scanf関数の文法を理
解し、一つ使いこなす事ができる

printf関数、scanf関数の文法を理
解が不十分で、使いこなす事がで
きない

if、for、whileなどの条件分岐や繰
り返しを用いてプログラムを作成
する事ができる

要求に応じてif、for、whileが二つ
以上組み合わさったプログラムを
作成する事ができる

if、for、whileの文法を理解し、単
独で利用する事ができる

if、for、whileの文法を理解が不十
分で、単独でも利用する事ができ
ない

文字と文字列の違いを理解し、プ
ログラムを作成する事ができる

文字型変数と文字列を宣言し、キ
ーボードからの入力や画面出力を
行う事ができる

文字型変数と文字列を宣言し、キ
ーボードからの入力や画面出力を
行う事ができない

C言語における関数の概念を理解し
、ユーザ定義関数を用いたプログ
ラムを作成することができる

ユーザ定義関数を2つ以上定義し、
それらを利用したプログラムを作
成することができる

ユーザ定義関数を1つ定義し、それ
を利用したプログラムを作成する
ことができる

ユーザ定義関数を1つ定義し、それ
を利用したプログラムを作成する
ことができない

変数や配列におけるアドレスの概
念を理解し、ポインタ変数を用い
たプログラムを作成する事ができ
る

ポインタ変数を利用することで相
手変数のアドレスを取得し、複数
の関数間でデータの受け渡しをす
る事ができる

変数や配列におけるアドレスの概
念を理解し、ポインタ変数の役割
を理解する事ができる

変数や配列におけるアドレスの概
念を理解が不十分で、ポインタ変
数の役割を理解する事ができない

外部ファイルへの書き出し、外部
ファイルからの読み取り方法を理
解し、プログラムを作成する事が
できる

複数のファイルポインタを準備し
、一つのプログラムの中で外部フ
ァイルへの書き出し、外部ファイ
ルからの読み取りが実現できる

外部ファイルへのアクセス方法を
理解し、書き出しまたは読み取り
のどちらか一方を利用する事がで
きる

外部ファイルへのアクセス方法の
理解が不十分で、書き出しまたは
読み取りのどちらも利用する事が
できない

学んだC言語の知識を応用し、工学
分野の問題解決に応用する事がで
きる

二分法の考え方を理解し、解析的
に解く事ができない方程式の解を
二分法により得る事ができる

自由落下や斜方投射などの簡単な
物理学問題における問題の解を、
プログラムを組む事で得る事がで
きる

自由落下や斜方投射などの簡単な
物理学問題における問題の解を、
プログラムを組む事で得る事がで
きない

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-b 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等

概要
プログラミングはIT技術が発展している現在において技術者に要求される必須技術の一つである．実際にPCでプログラ
ムを構築し，実行させることでC言語とハードウェアの操作方法の理解を一層深めることができる．3年前期の情報処理
IではC言語の基礎を学習しているので，本科目では応用力の向上を目指す．なお本科目は4年次開講の工学実験、創造実
習および5年次の卒業研究と関連している

授業の進め方・方法 プログラミング演習はICT実習室で行う。

注意点

C言語でプログラムを作成するためには，C言語のプログラミングに使用するソフトウェアの使用方法を習得し，C言語
の文法についてしっかりと理解し，プログラム作成に利用できることが重要である．
このため，本授業においては反転授業を実施する。すなわち事前に配布する音声解説付き動画を授業前に事前に自己学
習し、授業時間帯は学修してきた内容に関する演習を実施する。
そのため、事前学修を怠ると演習の内容に全くついて行けないので、必ず事前学修に取り組んでから参加すること。
また、演習中において分からない点があればその都度質問をし，積極的に理解を深めるようにすること．また、自身で
自由に利用できるPC環境がある場合は、演習の環境を構築し、数多くの例題に取り組むことを期待する．
なお、本科目は中間試験を実施するため、中間試験の成績と期末試験の成績を1:1で取り扱い、その平均を総合評価の
50%として取り扱う．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 C言語基本の復習① C言語の基本的な使い方を復習し、後学期の学習の予
習を行う

2週 C言語基本の復習② 基本的な命令文を利用してプログラムを構築できる

3週 C言語基本の復習③ 文章で与えられた問題を正確に読み取り，必要な命令
文を利用してプログラムを構築できる

4週 関数① C言語における関数の概念が説明できる
関数の宣言と呼び出しの概念が説明できる

5週 関数② 引数と戻り値を理解し，利用することができる
6週 関数③ 複数の関数を定義し、利用することができる

7週 文字と文字列① C言語における文字列の取り扱いについて理解し，応
用できる

8週 文字と文字列② 文字列の代入について理解し，応用できる

4thQ 9週 ポインタ 変数におけるアドレスの概念と変数をさすポインタに
ついて理解し，説明できる



10週 ファイル操作① 外部ファイルのオープン・クローズを理解し，応用で
きる

11週 ファイル操作② 外部ファイルとのやりとりを応用したプログラムの作
成を理解し，応用できる

12週 Ｃ言語の工学問題への応用① C言語を用いて機械工学分野の問題を解決できる
13週 Ｃ言語の工学問題への応用② C言語を用いて機械工学分野の問題を解決できる
14週 Ｃ言語の工学問題への応用③ C言語を用いて機械工学分野の問題を解決できる

15週 試験答案の返却・解答解説 試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 4 後12,後

13,後14
与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 4 後12,後

13,後14
任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 4 後12,後

13,後14

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野 情報処理

プログラムを実行するための手順を理解し、操作できる。 4 後1,後2,後
3

定数と変数を説明できる。 4 後1,後2,後
3

整数型、実数型、文字型などのデータ型を説明できる。 4 後1,後2,後
3

演算子の種類と優先順位を理解し、適用できる。 4 後1,後2,後
3

算術演算および比較演算のプログラムを作成できる。 4 後1,後2,後
3

データを入力し、結果を出力するプログラムを作成できる。 4 後1,後2,後
3

条件判断プログラムを作成できる。 4 後1,後2,後
3

繰り返し処理プログラムを作成できる。 4 後1,後2,後
3

一次元配列を使ったプログラムを作成できる。 4 後1,後2,後
3

評価割合
試験 小テスト・レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 AI基礎
科目基礎情報
科目番号 1098 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 適宜，教員からプリントが配布される。
副読本： 吉田雅裕、 岡嶋裕史：はじめてのAIリテラシー，技術評論社

担当教員 白石 貴行
到達目標
1. 社会の中でAIがどのように使われているのか，分類を含めて例を挙げて説明できる。
2. AIに用いられる基本的なアルゴリズムについて，複数の例を挙げて説明できる。
3. AIに用いるための生データを前処理できる。
4. AIを用いるための基本的なプログラムが実行できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
社会の中でAIがどのように使われ
ているのか，分類を含めて例を挙
げて説明できる。

社会の中でAIがどのように使われ
ているのか，例を挙げて説明でき
る。

社会の中でAIがどのように使われ
ているのか，例を挙げて説明でき
ない。

評価項目2
AIに用いられる基本的なアルゴリ
ズムについて，複数の例を挙げて
説明できる。

AIに用いられる基本的なアルゴリ
ズムについて，例を挙げて説明で
きる。

AIに用いられる基本的なアルゴリ
ズムについて，例を挙げて説明で
きない。

評価項目3 AIに用いるための生データを前処
理できる。

AIに用いるための生データを前処
理する方法が説明できる。

AIに用いるための生データを前処
理する方法が説明できない。

評価項目4 AIを用いるための基本的なプログ
ラムが実行できる。

AIを用いるためのプログラムの基
礎が説明できる。

AIを用いるためのプログラムの基
礎が説明できない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-b 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 はじめて人工知能（AI）を学ぶ者を対象に，AIを使う場合に必要な知識を習得する。

授業の進め方・方法 教員による講義および解説の後に演習を行い，理解度を深める。複数回の課題提出がある。
教員から意見を求めることがある場合には，積極的に意見を出してください。

注意点
課題は期限内の提出のみ受け付ける。授業開始時間帯において出欠をとり，それ以降からの授業参加においては出席と
ならないので注意すること。Microsoft365のメールでお知らせを出すことがあるので，毎日メールをチェックしてくだ
さい。後学期末試験は実施するが，後学期中間試験は実施しない。課題提出は期限内に提出したもののみ評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 AIリテラシーとは AIの定義，必要性について理解する

2週 社会の中のAI 社会の中でAIがどのように用いられているか理解する
。

3週 データ・AIの技術 データ解析が何をしているのか，可視化手法，非構造
データの処理について理解する。

4週 統計と数学の基本 AIに必要な基本的な数学である集合と場合の数，確率
統計について知る。

5週 アルゴリズム アルゴリズムによって解を探索する手法について知る
。

6週 データ構造とプログラミング データ構造，変数，条件分岐，繰り返しなどの要素が
扱える。

7週 AIのためのデータ前処理 AIを使用する際に必要となるデータの前処理方法の重
要性を理解する。また，代表的な前処理方法を知る。

8週 時系列データの分析 データ収集の方法，と時系列データの分析を体験し
，どのようなことができるのか理解する。

4thQ

9週 時系列データの分析 データ収集の方法，と時系列データの分析を体験し
，どのようなことができるのか理解する。

10週 文章データの分析 文章データの分析を体験し，どのようなことができる
のか理解する。

11週 教師あり学習と教師なし学習 教師あり学習と教師なし学習の分析を体験し，どのよ
うなことができるのか理解する。

12週 教師あり学習と教師なし学習 教師あり学習と教師なし学習の分析を体験し，どのよ
うなことができるのか理解する。

13週 AIを用いた問題解決 これまで学んだAI技術を用いることで，どのような問
題が解決できそうか提案できる。

14週 AIを用いた問題解決 これまで学んだAI技術を用いることで，どのような問
題が解決できそうか提案できる。

15週 ふりかえり 学期末試験の内容について，復習する。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

データサイエンス・AI技術の概要を説明できる。 1
データサイエンス・AI技術が社会や日常生活における課題解決の
有用なツールであり、様々な専門領域の知見と組み合わせること
によって価値を創造するものであることを、活用事例をもとに説
明できる。

1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 20 20 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 40 20 20 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 数学基礎Ａ１
科目基礎情報
科目番号 2005 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 「新基礎数学 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新基礎数学問題集 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新編　
高専の数学１問題集(第2版)」田代嘉宏編　森北出版

担当教員 棈松 祐介,拜田 稔,山本 康平
到達目標
（１）整式や分数式の計算力を養い、実数や複素数についての理解を深め、それらの扱いに習熟する。
（２）基礎的な方程式・不等式の解法を習得し、具体的な問題に応用できる力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

整式の加法・減法・乗法 整式の加法・減法や、展開公式を
用いた乗法の計算ができる。

整式の加法・減法や簡単な乗法の
計算ができる。

整式の加法・減法・乗法の計算が
できない。

整式の因数分解 文字の多い整式や、多少複雑な整
式でも因数分解ができる。 簡単な整式の因数分解ができる。 簡単な整式の因数分解ができない

。
整式の割り算 複雑な整式の割り算でもできる。 簡単な整式の割り算ができる。 簡単な整式の割り算ができない。

因数定理 因数定理を使って三次以上の整式
の因数分解ができる。

因数定理を使って三次式の因数分
解ができる。 因数定理が使えない。

分数式の計算 複雑な分数式の計算や、繁分数式
の計算ができる。 簡単な分数式の計算ができる。 簡単な分数式の計算ができない。

根号を含む式の計算 根号を含む複雑な式の計算ができ
る。

根号を含む簡単な式の計算や分母
の有理化ができる。

根号を含む簡単な式の計算ができ
ない。

複素数の四則演算 複素数の複雑な四則演算ができる
。

複素数の簡単な四則演算や分母の
有理化ができる。 複素数の四則演算ができない。

二次方程式 二次方程式を解の公式や因数分解
によって解くことができる。

二次方程式を解の公式を使って解
くことができる。 二次方程式が解けない。

いろいろな方程式 高次方程式や分数方程式、無理方
程式を解くことができる。 三次方程式が解ける。 三次方程式が解けない。

いろいろな不等式 高次不等式や連立不等式が解ける
。 三次不等式が解ける。 一次不等式や二次不等式が解けな

い。

等式・不等式の証明 いろいろな等式や不等式の証明が
できる。

簡単な等式や不等式の証明ができ
る。 等式や不等式の証明ができない。

集合の記号、ド・モルガンの法則
集合の記号やド・モルガンの法則
を説明でき、それらを使って様々
な問題を解くことができる。

集合の記号やド・モルガンの法則
を説明できる。

集合の記号やド・モルガンの法則
を説明できない。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明でき、様々な問題に応用でき
る。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明できる。

命題の真偽、必要条件・十分条件
、否定、逆・裏・対偶や背理法を
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本科目は、高専数学の基礎科目として位置付けられる。

授業の進め方・方法
数と式の計算、方程式と不等式などを講義形式で教授する。
ただし、状況により小テスト、レポートまたは学生による発表を行うことがある。
中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題を解いておくこと。
（２）授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から教科書や問題集の問題などを解く習慣をつけること。
（４）問題を解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 整式の計算 整式の加法・減法、乗法の計算ができる。

2週 因数分解と整式の除法 整式の因数分解ができる。
整式の除法の計算ができる。

3週 剰余の定理と因数定理 剰余の定理と因数定理が使える。因数定理を用いて、
次数が３以上の整式の因数分解ができる。

4週 分数式の計算 分数式の通分や約分などの計算ができる。繁分数式の
計算ができる。

5週 実数と平方根
実数の定義を説明できる。絶対値の定義と性質を説明
できる。
平方根の定義と根号の性質を説明でき、根号を含む式
の計算ができる。分母の有理化ができる。

6週 複素数
複素数の定義を説明できる。複素数の四則演算ができ
る。複素数平面や共役複素数の定義を説明できる。複
素数の絶対値の計算ができる。



7週 二次方程式、解と係数の関係
解の公式が使える。判別式を用いて解の判別ができる
。
解と係数の関係を説明できる。二次方程式の解を用い
て、因数分解ができる。

8週 いろいろな方程式 高次方程式が解ける。連立方程式が解ける。
絶対値を含む方程式が解ける。

2ndQ

9週 いろいろな方程式 分数方程式が解ける。無理方程式が解ける。

10週 恒等式、等式の証明
恒等式が理解できる。分数式の部分分数分解ができる
。
等式の証明ができる。

11週 不等式 不等式の性質を説明できる。一次不等式が解ける。連
立不等式が解ける。

12週 いろいろな不等式 二次不等式が解ける。高次不等式が解ける。

13週 不等式の証明 相加平均と相乗平均の関係を証明できる。いろいろな
不等式が証明できる。

14週 集合と命題

集合の記号を説明できる。ド・モルガンの法則を説明
できる。
命題の真偽や必要条件・十分条件を説明できる。命題
の否定や逆・裏・対偶を説明できる。背理法を説明で
きる。

15週 試験答案の返却・解説
各試験において間違えた部分を自分の課題として把握
する。
関数とグラフについて説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算、及び因数定理等を利用した簡単な因数分
解ができる。　 3 前1,前2,前

3
分数式の加減乗除の計算ができる。 3 前4
実数の絶対値について理解し、計算ができる。 3 前5
分母の有理化等の平方根の計算ができる。 3 前5
複素数の相等を理解し、加減乗除及び絶対値の計算ができる。 3 前6
解の公式等を利用して、二次方程式を解くことができる。 3 前7
因数定理等を利用して、高次方程式を解くことができる。 3 前8
連立方程式を解くことができる。 3 前8
無理方程式及び分数方程式を解くことができる。 3 前9
一次不等式及び二次不等式を解くことができる。 3 前11,前12
恒等式の考え方を活用できる。 3 前10

評価割合
定期試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 微分積分１
科目基礎情報
科目番号 2026 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材
「新基礎数学 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新基礎数学問題集 改訂版」高遠節夫他著　大日本図書、「新微分
積分Ｉ 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書／「新微分積分Ｉ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書、「新編 高専
の数学２ 問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版、「新編 高専の数学３ 問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版

担当教員 棈松 祐介,熊谷 博,松浦 將國
到達目標
（１）場合の数、順列、組合せ、二項定理、数列についての基礎知識を習得する。
（２）関数の極限を学び、導関数の定義を理解する。
（３）微分法の計算力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

場合の数 場合の数や二項定理を用いて、問
題を解くことができる。

順列、階乗、組合せを説明し、値
を求めることができる。
場合の数の基本的な問題を解くこ
とができる。
二項定理が説明でき、展開式の係
数を求めることができる。

表や樹形図を用いて場合の数を求
めることができない。
積の法則、和の法則が説明できな
い。

数列

漸化式で表された数列の一般項を
求めることができる。
数学的帰納法が説明できる。
数列を用いて、問題を解くことが
できる。

等差数列・等比数列の一般項や数
列の和を求めることができる。
総和記号を用いた基本的な数列の
和を求めることができる。

数列の用語・記号が説明できない
。
総和記号の性質が説明できない。

関数の極限値を求めることができ
る。

分母・分子の有理化や、指数関数
を含む式など、多少複雑な関数の
極限値でも求めることができる。

簡単な関数の極限値を求めること
ができる。

簡単な関数の極限値を求めること
ができない。

関数の導関数を求めることができ
る。

積の微分、商の微分、合成関数の
微分が確実にでき、様々な関数の
導関数を求めることができる。

基本的な関数の微分や、積の微分
、商の微分、合成関数の微分がで
きる。

基本的な関数の微分や、積の微分
、商の微分、合成関数の微分が確
実にはできない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等

概要
（１）数学基礎Ａ１～Ｂ２の知識を必要とする。
（２）場合の数、順列、組合せ、二項定理と数列は、高専数学の基礎科目として位置づけられる。
（３）微分法は、工学および自然科学の重要な基礎として位置づけられる。

授業の進め方・方法 前半に場合の数、順列、組合せ、二項定理と数列を、後半に関数の極限と微分を講義形式で行う。
中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題をノートに解いておくこと。
（２）毎日３０分以上問題を解くこと。授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から問題集や教科書の章末問題などをノートに解く習慣をつけること。
（４）問題をノートに解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 場合の数と順列 積の法則と和の法則が理解できる。
簡単な順列の計算ができる。

2週 組合せ 基本的な組合せの計算ができる。

3週 順列の計算、二項定理 基本的な順列の計算ができる。
二項定理が使える。

4週 等差数列 等差数列の一般項と和の公式が使える。
5週 等比数列 等比数列の一般項と和の公式が使える。
6週 数列の和 和の記号Σの公式を用いて問題が解ける。
7週 漸化式 漸化式の定義を説明できる。

8週 関数の極限と導関数
関数の極限値を求めることができる。
無限大を説明できる。
平均変化率と微分係数の定義が説明できる。

2ndQ

9週 関数の極限と導関数
導関数の定義が説明でき、整関数の微分ができる。
積の微分ができる。
商の微分ができる。

10週 関数の極限と導関数
三角関数を含む式の極限値が計算できる。
三角関数の微分ができる。
自然対数の底eの定義に基づいて極限値の計算ができる
。

11週 関数の極限と導関数 指数関数の微分ができる。
合成関数の微分ができる。

12週 いろいろな関数の導関数
合成関数の微分ができる。
対数関数の微分ができる。
対数微分法で計算ができる。



13週 いろいろな関数の導関数 逆三角関数の値を求めることができる。
逆三角関数の微分ができる。

14週 いろいろな関数の導関数
右極限・左極限が説明できる。
連続関数の定義と性質が説明できる。
中間値の定理が説明できる。

15週 試験答案の返却・解説
各試験において間違った部分を自分の課題として把握
する。
簡単な不定積分の計算ができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間・期末試験 小テスト・課題等 合計
総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 線形代数２
科目基礎情報
科目番号 2029 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 「新線形代数 改訂版」　高遠節夫ほか著　大日本図書／「新線形代数問題集 改訂版」　高遠節夫ほか著　大日本図書、
「新編　高専の数学２問題集（第２版）」　田代嘉宏編　森北出版

担当教員 山本 康平,嶋根 紀仁
到達目標
（１） 行列や逆行列についての基本事項を学び、連立１次方程式への基本的な応用を目標とする。
（２） 行列式についての基本事項を学び、行列、連立１次方程式、ベクトルへの基本的な応用を目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

行列の演算ができ、逆行列を求め
ることができる。

行列の逆行列を求めることができ
、逆行列が存在しない場合の解を
、階数を使って説明できる。

行列の演算ができ、その逆行列を
求めることができ、さらに連立方
程式も解ける。

行列の演算ができ、その逆行列を
求めることができない。

行列式の計算ができ、連立方程式
が解ける。

行列式の計算と応用ができ、その
図形的意味と線形独立の関係を説
明でき、外積計算ができる。

行列式の計算ができ、クラメルの
公式により、連立方程式が解ける
。

行列式の計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 （１）数学基礎Ａ１～Ｂ２および線形代数１の知識を前提とする。

（２）行列・行列式は数学・自然科学および専門科目の基礎として多くの分野で利用されている。
授業の進め方・方法 行列と行列式の授業を講義形式で行う。中間試験を実施する。

注意点
（１）予習として、教科書にある新しい言葉や記号を確認しておき、例や例題を解いておくこと。
（２）授業中に先生が解いた問題でも、もう一度自力で解いてみること。
（３）日頃から問題集や教科書の問題などを解く習慣をつけること。
（４）問題を解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 行列の和・差、数との積 行列の和・差、数との積を計算できる。

2週 行列の積 行列の積を計算できる。
零因子について説明できる。

3週 転置行列 転置行列、対称行列、交代行列について説明できる。

4週 逆行列 正則行列について説明できる。
２次の正則行列の逆行列が求められる。

5週 消去法 消去法により連立１次方程式を解くことができる。

6週 逆行列と連立１次方程式 ｎ次の正則行列の逆行列が求められる。
逆行列を用いて連立１次方程式を解くことができる。

7週 行列の階数 行列の階数が求められる。
連立１次方程式が解を持つ条件について説明できる。

8週 行列式の定義 ２次・３次の行列式の計算ができる。
行列式の定義を説明できる。

4thQ

9週 行列式の性質 行列式の性質を説明でき、行列式の計算ができる。
10週 行列の積の行列式 行列の積の行列式が求められる。
11週 行列式の展開 行列式の展開ができる。
12週 行列式と逆行列 余因子行列について説明できる。

13週 連立１次方程式と行列式

クラメルの公式について説明できる。
連立１次方程式が零ベクトル以外の解を持つための条
件を説明できる。
空間のベクトルが線形独立であるための条件を説明で
きる。

14週 行列式の図形的意味、外積 行列式の図形的意味を説明できる。
空間のベクトルの外積を求めることができる。

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違えた部分を自分の課題として把握す
る。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算、及び因数定理等を利用した簡単な因数分
解ができる。　 3

連立方程式を解くことができる。 3
恒等式の考え方を活用できる。 3
行列の和、差、実数倍、及び積の計算ができる。 3
行列の正則性を判定し、逆行列を求めることができる。 3



行列式の性質を理解し、行列式の値の計算ができる。 3
行列を利用して連立一次方程式を解くことができる。 3

評価割合
中間・期末試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 解析１
科目基礎情報
科目番号 2045 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材
「新微分積分Ⅰ改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。「新微分積分 Ⅱ改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。
「新微分積分Ⅰ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図書。「新微分積分Ⅱ問題集 改訂版」高遠節夫 他著、大日本図
書。「新編 高専の数学２問題集（第２版）」田代嘉宏 編、森北出版。「新編 高専の数学３問題集（第２版）」田代嘉
宏 編、森北出版。

担当教員 嶋根 紀仁,拜田 稔,山本 康平
到達目標
（１）定積分の応用ができること。
（２）関数の展開ができること。
（３）2変数関数の偏微分ができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

図形の面積、曲線の長さや立体の
体積を求めることができる。

様々な図形の面積、曲線の長さや
立体の体積を求めることができる
。

簡単な図形の面積、曲線の長さや
立体の体積を求めることができる
。

図形の面積、曲線の長さや立体の
体積を求めることができない。

媒介変数表示された図形の面積、
曲線の長さや立体の体積を求める
ことができる。

媒介変数表示された様々な図形の
面積、曲線の長さや立体の体積を
求めることができる。

媒介変数表示された簡単な図形の
面積、曲線の長さや立体の体積を
求めることができる。

媒介変数表示された図形の面積、
曲線の長さや立体の体積を求める
ことができない。

極座標による図形の表示ができ、
極座標表示された図形の面積や曲
線の長さを求めることができる。

極座標による様々な図形の表示が
でき、極座標表示された様々な図
形の面積や曲線の長さを求めるこ
とができる。

極座標による簡単な図形の表示が
でき、極座標表示された簡単な図
形の面積や曲線の長さを求めるこ
とができる。

極座標による図形の表示や、極座
標表示された図形の面積や曲線の
長さを求めることができない。

広義積分を求めることができる。 様々な関数の広義積分を求めるこ
とができる。

簡単な関数の広義積分を求めるこ
とができる。

広義積分を求めることができない
。

区分求積法により極限値を求めた
り、定積分を用いて不等式の証明
をしたりすることができる。

区分求積法により様々な極限値を
求めたり、定積分を用いてやや難
しい不等式の証明をしたりするこ
とができる。

区分求積法により簡単な極限値を
求めたり、定積分を用いて簡単な
不等式の証明をしたりすることが
できる。

区分求積法により極限値を求めた
り、定積分を用いて不等式の証明
をしたりすることができない。

多項式による近似
マクローリンの定理を用いて、関
数のｎ次近似式や、近似値の誤差
の限界を求めることができる。

関数のｎ次近似式を求めることが
できる。

関数のｎ次近似式を求めることが
できない。

簡単な数列の収束・発散を調べ、
極限値を求めることができる。

いろいろな数列の収束・発散を調
べ、極限値を求めることができる
。

簡単な数列の収束・発散を調べ、
極限値を求めることができる。

数列の収束・発散を調べ、極限値
を求めることができない。

関数のマクローリン展開を求める
ことができる。

様々な関数のマクローリン展開を
求めることができる。

基本的な関数のマクローリン展開
を求めることができる。

関数のマクローリン展開を求める
ことができない。

基本的な関数を偏微分することが
できる。

基本的な関数を偏微分することが
でき、全微分の計算や応用ができ
る。

基本的な関数を偏微分することが
できる。

基本的な関数を偏微分することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 （１）数学基礎Ａ１～Ｂ２、微分積分１・２、線形代数１の基礎知識を前提とする。

（２）定積分の応用、関数の展開や偏微分は、工学の基礎である。

授業の進め方・方法 定積分の応用や関数の展開と偏微分の授業を講義形式で行う。
中間試験を実施する。

注意点 （１）教科書や配布プリントを参考に予習を行うこと。授業に集中すること。
（２）受講後は問題集などの問題を解き、解法を身に付けること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 図形の面積 図形の面積を求めることができる。
2週 曲線の長さ 曲線の長さを求めることができる。
3週 立体の体積 立体の体積を求めることができる。

4週 媒介変数表示による図形 媒介変数表示による図形の面積や曲線の長さを求める
ことができる。

5週 極座標による図形 極座標による図形の面積や曲線の長さを求めることが
できる。

6週 広義積分 広義積分を求めることができる。

7週 変化率と積分 時間とともに変化する量を、積分を用いて求めること
ができる。

8週 区分求積法
台形公式

区分求積法で極限値を求めることができる。定積分を
用いて不等式を証明できる。台形公式で定積分の近似
値を計算できる。



2ndQ

9週 多項式による近似
関数の１次近似式、２次の近似式、さらにｎ次近似式
を求めることができる。ランダウの記号を使うことが
できる。

10週 マクローリンの定理と誤差の限界 マクローリンの定理を用いて、関数のｎ次近似式や、
近似値の誤差の限界を求めることができる。

11週 数列の極限と級数
いろいろな数列の収束・発散を調べ、極限値を求める
ことができる。級数の収束・発散を調べ、和を求める
ことができる。

12週 べき級数とマクローリン展開
べき級数の収束半径を求めることができる。基本的な
関数のマクローリン級数やテイラー級数を求めること
ができる。

13週 オイラーの公式
２変数関数

オイラーの公式を導き、使うことができる。２変数関
数の極限値を求めることができる。

14週 偏導関数と全微分 基本的な関数を偏微分することができる。全微分の計
算ができる。接平面の方程式を求めることができる。

15週 試験答案の返却・解説 各試験において間違った部分を自分の課題として把握
する（非評価項目）。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

等差数列・等比数列の一般項やその和を求めることができる。 3
総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 3
不定形を含むいろいろな数列の極限を求めることができる。 3
無限等比級数等の簡単な級数の収束・発散を調べ、その和を求め
ることができる。 3

簡単な場合について、曲線で囲まれた図形の面積を定積分で求め
ることができる。 3

簡単な場合について、曲線の長さを定積分で求めることができる
。 3

簡単な場合について、立体の体積を定積分で求めることができる
。 3

簡単な1変数関数の局所的な1次近似式を求めることができる。 3
1変数関数のテイラー展開を理解し、基本的な関数のマクローリ
ン展開を求めることができる。 3

オイラーの公式を用いて、複素数変数の指数関数の簡単な計算が
できる。 3

2変数関数の定義域を理解し、不等式やグラフで表すことができ
る。 3

評価割合
中間試験・期末試験 小テスト・課題等 合計

総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 確率・統計
科目基礎情報
科目番号 2048 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：高遠節夫ほか「新確率統計 改訂版」，大日本図書． 参考書・補助教材：田代嘉宏編「新編高専の数学3問題集
（第2版）」，森北出版．

担当教員 棈松 祐介,熊谷 博,白坂 繁
到達目標
1. 独立試行の確率，余事象の確率，確率の加法定理，排反事象の確率を理解し，簡単な場合について，確率を求めることができる．
2. 条件付き確率，確率の乗法定理，独立事象の確率を理解し，簡単な場合について確率を求めることができる．
3. 一次元のデータを整理して，平均・分散・標準偏差を求めることができる．
4. 二次元のデータを整理して散布図を作成し，相関係数・回帰曲線を求めることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

事象と確率
独立性，余事象，加法性，排反事
象が適用される／されない事例を
挙げられ，かつこれらの例題をほ
ぼ完全に解くことができる．

独立性，余事象，加法性，排反事
象の定義を正確に述べることがで
き，かつ具体的問題を概ね解くこ
とができる．

独立性，余事象，加法性，排反事
象の定義をあまり述べることがで
きず，具体的問題をほとんど解く
ことができない．

条件付き確率
条件付き確率関連の計算問題をほ
とんど解くことができて，かつ条
件付き確率の例を自ら見つけてく
ることができる．

条件付き確率の定義を正確に述べ
ることができ，かつ具体的問題を
概ね解くことができる．

条件付き確率の定義をあまり述べ
ることができず，具体的問題をほ
とんど解くことができない．

一次元のデータ
平均，分散，標準偏差の定義を正
確に述べられ，具体的な一次元デ
ータに対してこれらをほぼ完璧に
計算できる．

平均，分散，標準偏差の求め方を
正確に説明できて，具体的な一次
元データに対してこれらを概ね正
しく求められる．

平均，分散，標準偏差の求め方を
ほとんど説明できず，具体的な一
次元データに対してこれらをほと
んど計算できない．

二次元のデータ
散布図の作成，共分散・相関係数
・回帰直線の導出が完璧にできて
，それらの意味するところを正し
く述べることができる．

具体的な二次元データに対する散
布図の作成方法と共分散の求め方
を説明できて，相関係数や回帰直
線を概ね正しく求められる．

具体的な二次元データに対して散
布図を作成することがほとんどで
きず，共分散を求めることがあま
りできない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-a
教育方法等
概要 順列や組合せなどを用いて標準的な確率の計算問題を解いたり，具体的な統計データに対して基本的な統計処理を行う

．

授業の進め方・方法
二年生までに学習した内容（特に組合せ，順列，数列，一変数関数の微分積分）を前提とする．各回講義は学生の予習
を前提として行われる．
中間試験を実施します。

注意点
毎回の授業前に必ず予習を済ませ，用語の意味や具体例，各自の疑問点などを把握しておくこと．また，具体的な問題
を定期的にしっかりと解き，各々の問題に即して用語の意味や考え方を理解すること．各回約60分の自学自習が必要で
ある．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．
2週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．
3週 確率 確率の定義や性質を理解し基本的な問題が解ける．

4週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

5週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

6週 確率 事象の独立や条件つき確率の概念を理解し，基本的な
問題が解ける．

7週 データの整理 一次元のデータについての用語を理解し，平均を求め
ることができる．

8週 データの整理 一次元のデータについて，分散と標準偏差を求めるこ
とができる．

4thQ

9週 データの整理 二次元のデータについて，相関係数や回帰直線の方程
式を求めることができる．

10週 データの整理 二次元のデータについて，相関係数や回帰直線の方程
式を求めることができる．

11週 確率変数と確率分布 与えられた確率分布の平均，分散，標準偏差を求める
ことができる．

12週 確率変数と確率分布 与えられた確率分布の平均，分散，標準偏差を求める
ことができる．

13週 確率変数と確率分布 正規分布表を利用して，確率を求めることができる．
14週 確率変数と確率分布 正規分布表を利用して，確率を求めることができる．

15週 試験答案の返却・解説 各試験において間違えた部分を自分の課題として把握
する（非評価項目）．



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 小テスト・課題等 合計
総合評価割合 75 25 100
成績 75 25 100



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 情報処理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 2095 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「新・明解C言語　入門編」　柴田望洋　ソフトバンククリエイティブ
担当教員 堂込 一秀
到達目標
C言語の基礎を学び、基本的なプログラムが書けるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

プログラムを作成して実行できる
。

作成したプログラムにエラーがあ
っても自分で修正して実行できる
。

プログラムを作成してエラーがな
ければ実行できる。

プログラムを作成できない。また
は、作成したが実行できない。

値を出力するプログラムを作れる
。

任意の書式で値を出力するprintf関
数を書ける。

基本的な書式で値を出力する
printf関数を書けない。 printf関数を書けない。

データ型の種類と特徴を説明でき
る。

データ型の種類と特徴をメモリ中
の内部表現にもとづいて説明でき
る。任意の基数間の変換に加えて
負数の表現ができる。

データ型の種類と特徴を説明でき
る。2-8-10-16進数の間の変換が
できる。

データ型の種類を説明できない。

変数を用いたプログラムを作れる
。

変数の値の変化を追跡して、より
簡単なプログラムに推敲できる。

変数を使ったプログラムを書ける
。

変数を使ったプログラムを書けな
い。

値を入力するプログラムを作れる
。

任意の書式で値を入力するscanf関
数を書ける。

基本的な書式で値を入力する
scanf関数を書ける。 scanf関数を書けない。

条件分岐を用いたプログラムを作
れる。

任意の条件分岐の構造に従って、
適切な入れ子構造を持つif文または
条件演算子を書ける。

指定された条件分岐を満たすif文ま
たは条件演算子を書ける。 if文または条件演算子を書けない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 様々なソフトウェアの開発に利用されているC言語の基礎を学び、条件分岐を含む程度のプログラムが書けるようになる

。より高度な内容は、2年次の「情報処理Ⅱ」と「情報処理Ⅲ」および3年次の「情報処理Ⅳ」で学習する。
授業の進め方・方法 PC教室で教科書の例題にそった演習形式で進める。並行してmoodleで提供する教材を使って教科書の内容を補足する。
注意点 エラーメッセージには誤りが見つかったプログラム中の行番号が含まれているので注意深く読むこと。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 プログラムの作成と実行 テキストエディタでプログラムを作成できる。コンパ
イラで機械命令に変換して実行できる。

2週 簡単な出力 最小構成のプログラムと命令の実行順序を説明できる
。printf関数を実行できる。

3週 簡単な出力 書式を指定してprintf関数を実行できる。

4週 定数と変数と代入と演算とデータ型 書式を指定してscanf関数を実行できる。変数の名前と
アドレスと値を区別できる。

5週 定数と変数と代入と演算とデータ型 適切なデータ型を指定して変数宣言ができる。演算子
の種類と優先順位を考慮した式が書ける。

6週 定数と変数と代入と演算とデータ型 データ型を変換するキャスト演算子が使える。

7週 条件分岐と関係演算子と複合文 if文を用いて条件に応じた処理ができる。等価演算子と
関係演算子を使える。

8週 条件分岐と関係演算子と複合文 条件演算子を用いて条件に応じた演算ができる。論理
演算子を使える。必要に応じて複合文を使える。

4thQ

9週 総合演習 ここまでの学習内容に関わる質問に解答できる。

10週 基数変換 2進数-8進数-10進数-16進数の関係を理解して相互に
変換できる。

11週 整数型
整数型のサイズと表現できる範囲を説明できる。特に
整数型のひとつとして文字型を文字コードに言及しな
がら説明できる。

12週 符号つき整数型と符号なし整数型
符号つき整数型と符号なし整数型の内部表現を理解し
て、表現できる最大値と最小値および負数の表現を説
明できる。

13週 浮動小数点型
小数部と指数部を持つ浮動小数点型の内部表現を理解
して、表現できる最大値と最小値および実数との差異
を説明できる。

14週 総合演習 ここまでの学習内容に関わる質問に解答できる。

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違った部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

基礎的なプログラムを作成できる。 3
計算機を用いて数学的な処理を行うことができる。 3
基礎的なアルゴリズムについて理解し、任意のプログラミング言
語を用いて記述できる。 3

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを説明できる。 3

評価割合
試験 課題 その他 合計

総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 2103 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「新・明解C言語　入門編」　柴田望洋　ソフトバンククリエイティブ
担当教員 前薗 正宜
到達目標
本科目では，様々なソフトウェアの開発に利用されているプログラミング言語，C言語を修得する．文法の理解を目標とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

条件分岐を用いたプログラムを作
ることができる．

問題文から分岐構造を読み取るこ
とができ，複雑な条件や分岐後の
処理に対して適切なプログラムを
作ることができる．

if～else，if～else if，switchの各
書式を身につけ，問題に応じて使
い分けることができ，分岐条件を
満たす条件式を設定できる．

if，switchの分岐処理の書式を修得
していない．問題に応じた条件式
を設定できない．

反復構造を用いたプログラムを作
ることができる．

問題文から反復構造を読み取るこ
とができ，無限ループ・多重ルー
プや，条件分岐を組み合わせた複
雑な反復処理を含むプログラムを
作ることができる．

for，do～while，whileの各書式を
身につけ，問題に応じて使い分け
ることができ，反復される命令に
よる状況の変化（変数の値・表示
結果など）を理解できる．

for，do～while，whileの各書式を
修得していない．反復構造の処理
の流れを理解していない．

配列を用いたプログラムを作るこ
とができる．

多次元配列のデータ構造を理解し
，for文と組み合わせた配列要素の
一括処理を応用したプログラムを
作ることができる．

1次元配列のデータ構造を理解し
，宣言・初期化・配列要素への代
入・配列要素の利用を扱うプログ
ラムを作ることができる．

配列の宣言・初期化・配列要素へ
の代入・配列要素の利用ができな
い．

ユーザー定義関数を用いたプログ
ラムを作ることができる．

関数の汎用性や変数の有効範囲を
考慮した関数を定義することがで
き，関数呼び出しの処理の流れを
理解した上でプログラムを作るこ
とができる．

目的に応じた引数・返却値を適切
に設定した関数を定義することが
でき，関数呼び出しの返却値を活
用するプログラムを作ることがで
きる．

関数の呼び出し，関数の定義の書
式を修得していない．引数，返却
値を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 1年次後期の情報処理Ⅰの続きである．前期におけるprintfおよびscanfなどの入出力関数の基礎知識を十分に理解してい

ることを前提とする．本科目は後期の「情報処理Ⅲ」，3年次の「情報処理Ⅳ」の基礎となる．

授業の進め方・方法 プログラミングは，どれだけ多くのプログラムを作成したかによって，上達のスピードが変化する．そのため，本科目
は例題，演習を主体となる．学生諸君には積極的に課題に取り組む姿勢をもってもらいたい．

注意点 疑問が生じた場合は直ちに質問し，理解を深めることを要望する．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 条件分岐 if文の書式, if～elseの書式, 処理の流れを理解し，二分
岐のプログラムを作ることができる．

2週 条件分岐

if～else ifの書式,およびswitch文の書式，処理の流れ
を理解し，三つ以上に分岐するプログラムを作ること
ができる．
フローチャートの記号を理解し，条件分岐を含むフロ
ーチャートを描くことができる．

3週 条件分岐

if～else ifの書式,およびswitch文の書式，処理の流れ
を理解し，三つ以上に分岐するプログラムを作ること
ができる．
フローチャートの記号を理解し，条件分岐を含むフロ
ーチャートを描くことができる．

4週 反復構造
do-while文の書式，処理の流れを理解し，各種プログ
ラムを作ることができる．
while文の書式，処理の流れを理解し，各種プログラム
を作ることができる．

5週 反復構造

for文の書式，処理の流れ，規定回数の繰り返しに用い
られるということを理解し，各種プログラムを作るこ
とができる．
インクリメント・デクリメント演算子，代入演算子の
処理を理解し，プログラムに活用できる．

6週 反復構造
2重ループの動作を理解し，各種プログラムを作ること
ができる．
反復構造を含むフローチャートを描くことができる．

7週 反復構造
2重ループの動作を理解し，各種プログラムを作ること
ができる．
反復構造を含むフローチャートを描くことができる．

8週 中間試験，配列 配列が一連のデータの保存に利用できること，配列の
宣言，配列のサイズについて説明できる．

2ndQ 9週 配列 反復構造を利用して配列の要素を一括処理するプログ
ラムを作ることができる．



10週 配列 反復構造を利用して配列の要素を一括処理するプログ
ラムを作ることができる．

11週 配列 多次元配列のデータ構造を理解し，プログラムを作る
ことができる．

12週 ユーザー定義関数 関数定義，引数，関数値，関数のプロトタイプ宣言の
意味を理解し，各種プログラムを作ることができる．

13週 ユーザー定義関数 関数定義，引数，関数値，関数のプロトタイプ宣言の
意味を理解し，各種プログラムを作ることができる．

14週 ユーザー定義関数 関数定義，引数，関数値，関数のプロトタイプ宣言の
意味を理解し，各種プログラムを作ることができる．

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違った部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート成績 その他 合計
総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 2104 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「新・明解C言語　入門編」　柴田望洋　ソフトバンククリエイティブ
担当教員 前薗 正宜
到達目標
様々なソフトウェアの開発に利用されているプログラミング言語，C言語を修得する．文法の理解を目標とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

複数の関数にわたって使用される
変数を用いたプログラムを作るこ
とができる．

問題に応じてstatic変数やグローバ
ル変数の特性を活かしたプログラ
ムを作成することができる．

ローカル変数とグローバル変数
，auto変数とstatic変数を意図的に
使い分けてプログラムを作成する
ことができる．

ローカル変数とグローバル変数
，auto変数とstatic変数の概要を理
解していない．

ポインタを用いたプログラムを作
ることができる．

ポインタを用いたデータのアクセ
スを詳細に説明でき，ポインタを
引数とした自作関数を作成するこ
とができる．

プログラミングにおけるアドレス
の概念を理解し，ポインタを利用
してデータにアクセスするプログ
ラムを作成することができる．

ポインタ，アドレスの概念を理解
していない．

配列とポインタの関係を利用した
プログラムを作ることができる．

多次元配列のアドレスを利用する
ポインタや，配列とポインタを用
いる自作関数などを利用するプロ
グラムを作成することができる

配列が連続したアドレスを持つこ
とを利用し，ポインタによって配
列要素を操作するプログラムを作
成できる．

配列に対してポインタによる操作
を行うプログラムを作成できない
．

文字列を扱う簡単なプログラムを
作ることができる．

文字列を操作するライブラリ関数
などを利用して，文字列を操作す
る応用的なプログラムを作成する
ことができる．

文字列は文字データの連続である
ことを把握し，文字配列や文字型
ポインタを用いて文字列を操作す
る簡単なプログラムを作成するこ
とができる．

文字配列や文字型ポインタを用い
て文字列を操作するプログラムを
作成することができない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 1年次の情報処理Ⅰおよび前期の情報処理Ⅱの続きである．情報処理Ⅱまでの基礎部分を修得していることを前提とする

．本科目は3年次の情報処理Ⅳの基礎となる．

授業の進め方・方法 プログラミングは，どれだけ多くのプログラムを作成したかによって，上達のスピードが変化する．そのため，本科目
は例題，演習を主体となる．

注意点 学生諸君には積極的に課題に取り組む姿勢をもってもらいたい．疑問が生じた場合は直ちに質問し，理解を深めること
を要望する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 C言語の基礎

データ型，変数，演算について理解し，各種プログラ
ムを作ることができる．
□ 標準入出力関数(printf， scanf)の書式，動作を理
解し，簡単なプログラムを作ることができる．
□ 条件分岐(if，switch)の書式，および条件式の真偽
について理解し，簡単なプログラムを作ることができ
る．
□ 繰り返し（for文，while文，do-while文）の書式
，動作を理解し，各種プログラムを作ることができる
．
□ 配列の宣言と使用方法を理解し，配列を使った各種
プログラムを作ることができる．
□ ユーザー定義関数の書式，動作を理解し，関数を使
った各種プログラムを作ることができる．

2週 関数と変数
ローカル変数とグローバル変数，auto変数とstatic変
数の意味と違いを理解し，各種プログラムを作ること
ができる．

3週 関数と変数
ローカル変数とグローバル変数，auto変数とstatic変
数の意味と違いを理解し，各種プログラムを作ること
ができる．

4週 ポインタ アドレス，ポインタ変数の概念を理解し，応用できる
．

5週 ポインタ ポインタ引数について理解し，ポインタ引数を使った
各種プログラムを作ることができる．

6週 ポインタ ポインタ引数について理解し，ポインタ引数を使った
各種プログラムを作ることができる．

7週 配列とポインタ 配列の構造とアドレスを説明できる．
8週 中間試験，配列とポインタ 配列名とポインタの関係について説明できる．

4thQ
9週 配列とポインタ 配列とアドレス，ポインタの演算を計算できる．

配列名とポインタの違いについて説明できる．

10週 配列とポインタ 配列とポインタを用いる関数の使用方法を理解し，関
数を使った各種プログラムを作ることができる．



11週 文字列と文字配列 文字配列への代入方法，初期化，表示方法について理
解し，応用できる．

12週 文字列と文字配列 文字配列への代入方法，初期化，表示方法について理
解し，応用できる．

13週 文字列と文字配列 文字列へのポインタについて理解し，文字列を利用す
るプログラムを作ることができる．

14週 文字列と文字配列 文字列へのポインタについて理解し，文字列を利用す
るプログラムを作ることができる．

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違った部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 小テスト・レポート その他 合計
総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理Ⅳ
科目基礎情報
科目番号 2119 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「新・明解C言語　入門編」　柴田望洋　ソフトバンククリエイティブ
担当教員 前薗 正宜
到達目標
様々なソフトウェアの開発に利用されているプログラミング言語，C言語を修得する．文法の理解し，各種，基本的なプログラムを作成できるよ
うになることを目標とする．
１．ファイルの入出力動作を理解し，基本的なプログラムを作成できる．
２．構造体の概念を理解し，ユーザー定義関数と組み合わせた基本的なプログラムを作成できる．
３．これまでのプログラミング知識を応用し，科学的事象など実際の問題に関連するプログラムを作成できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ファイルの入出力動作を理解し
，応用的なプログラムを作成でき
る．

ファイルの入出力動作を理解し
，基本的なプログラムを作成でき
る．

ファイルの入出力動作を理解でき
ず，基本的なプログラムを作成で
きない．

評価項目2
構造体の概念を理解し，ユーザー
定義関数と組み合わせた応用的な
プログラムを作成できる．

構造体の概念を理解し，基本的な
プログラムを作成できる．

構造体の概念を理解できず，基本
的なプログラムを作成できない．

評価項目3
科学的事象などの問題に対して関
連する原理・アルゴリズムを理解
し，解決する手順を独自に構築で
きる．

科学的事象などの問題に対して関
連する原理・アルゴリズムを理解
し，基本的なプログラムを作成で
きる．

科学的事象などの問題に対して関
連する原理・アルゴリズムを理解
できず，基本的なプログラムを作
成できない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 2年次の情報処理Ⅲの続きである．2年次の項目の基礎部分を修得していることを前提とする．本科目は今後の電気電子

工学実験，4年次の創造実習Ⅰ・Ⅱの基礎となる．
授業の進め方・方法 本科目は演習を主体となる．積極的に課題に取り組んでもらいたい．本科目は中間試験を実施する．

注意点
プログラミングは，どれだけ多くのプログラムを作成したかによって上達のスピードが変化する．疑問が生じた場合は
直ちに質問し，理解を深めることを要望する．
〔授業（90分）〕×15回．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 C言語の基礎 情報処理1，2，3の内容について振り返り，その内容
に関連するプログラムを作ることができる．

2週 コンピュータの構成とOS，ファイル入出力

コンピュータの基本構成やOSの役割について理解でき
，ファイルの取り扱いについて説明できる．
ファイルポインタ，およびファイルのオープン，ファ
イルオープン時のエラーチェック，ファイルのクロー
ズの方法について理解し，応用できる．

3週 ファイル入出力 ファイルからのデータの読み込み方法を理解し，各種
，基本的なプログラムを作ることができる．

4週 ファイル入出力 ファイルからのデータの書き込み方法を理解し，各種
，基本的なプログラムを作ることができる．

5週 構造体
構造体の宣言，構造体メンバへのデータ代入と参照
，構造体配列の宣言と使用方法を理解し，基本的なプ
ログラムを作ることができる．

6週 構造体
複数の関数で利用する構造体を宣言することができる
．
構造体を引数として利用する基本的なプログラムを作
ることができる．

7週 構造体
複数の関数で利用する構造体を宣言することができる
．
構造体を引数として利用する基本的なプログラムを作
ることができる．

8週 中間試験，構造体 typedefの意味を理解し，typedefを使った構造体の宣
言ができる．

2ndQ

9週 構造体 構造体配列メンバを参照してソートする等，応用的な
プログラムを作ることが出来る．

10週 構造体 構造体配列メンバを参照してソートする等，応用的な
プログラムを作ることが出来る．

11週 情報システムの利用形態，情報セキュリティ 代表的な情報システムとその利用形態について理解し
，関連する情報セキュリティについて説明できる．

12週 プログラミングの演習
これまでのプログラミング知識を応用し，情報セキュ
リティや科学的な事象など実際の問題に関連するプロ
グラムを作ることができる．



13週 プログラミングの演習
これまでのプログラミング知識を応用し，情報セキュ
リティや科学的な事象など実際の問題に関連するプロ
グラムを作ることができる．

14週 プログラミングの演習
これまでのプログラミング知識を応用し，情報セキュ
リティや科学的な事象など実際の問題に関連するプロ
グラムを作ることができる．

15週 試験答案の返却・解説 試験において間違った部分を自分の課題として把握す
る（非評価項目）．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート その他 合計
総合評価割合 75 25 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 75 25 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和07年度 (2025年度) 授業科目 情報処理演習
科目基礎情報
科目番号 2120 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 担当者が作成した講義用資料
参考書：新・明解C言語 入門編　第２版

担当教員 今村 成明
到達目標
基礎的なアルゴリズムについて理解し，C言語等のプログラミング言語を用いて実装できる．以下に具体的な目標を示す．
１．フローチャートを用いて，各種アルゴリズムを表現できる．
２．基本的なデータ構造を理解し，説明できる．
３．各種ソートアルゴリズムについて理解し，計算量と効率性を評価できる．
４．各種探索アルゴリズムについて理解し，計算量と効率性を評価できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 なし フローチャートを用いて，各種ア
ルゴリズムを表現できる．

フローチャートを用いて，各種ア
ルゴリズムを表現できない．

評価項目2 なし 基本的なデータ構造を理解し，説
明できる．

基本的なデータ構造を説明できな
い．

評価項目3
各種探索アルゴリズムについて理
解し，計算量と効率性を評価でき
る．

一部の探索アルゴリズムについて
理解し，計算量と効率性を評価で
きる．

探索アルゴリズムについて計算量
と効率性を評価できない．

評価項目4
各種ソートアルゴリズムについて
理解し，計算量と効率性を評価で
きる．

一部のソートアルゴリズムについ
て理解し，計算量と効率性を評価
できる．

各種ソートアルゴリズムの計算量
と効率性を評価できない．

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 3-c
教育方法等
概要 本科目で学ぶ内容は，数理・データサイエンス・AIの分野において必要とされる基礎的な知識であるので，確実な習得

が要求される．

授業の進め方・方法
これまでの情報処理系授業で学んだ基礎知識を交えて、演習形式を授業を行う．プログラミングの基礎的事項で，理解
が不十分な箇所は復習しておくこと．
本科目は中間試験を実施する．

注意点 電気電子工学、情報工学の基礎科目なので，確実に習得すること．
〔授業（90分）〕×15回．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 基本的なアルゴリズムとフローチャート
最大値検索、整数和などの基本的なアルゴリズムを理
解し，プログラムとそのフローチャートを書くことが
できる．

2週 基本的なアルゴリズムとフローチャート
最大値検索、整数和などの基本的なアルゴリズムを理
解し，プログラムとフローチャートを書くことができ
る．

3週 基本的なアルゴリズムとフローチャート
最大値検索、整数和などの基本的なアルゴリズムを理
解し，プログラムとフローチャートを書くことができ
る．

4週 基本的なデータ構造 配列，構造体を使った応用プログラムとフローチャー
トを書くことができる．

5週 基本的なデータ構造 配列，構造体を使った応用プログラムとフローチャー
トを書くことができる．

6週 基本的なデータ構造 配列，構造体を使った応用プログラムとフローチャー
トを書くことができる．

7週 探索アルゴリズム
線形探索、二分探索のアルゴリズムを理解し，プログ
ラムを作成できる．また，計算量を説明することがで
きる．

8週 中間試験 授業内容1週目～7週目 に対して達成度を確認する．

4thQ

9週 探索アルゴリズム
線形探索、二分探索のアルゴリズムを理解し，プログ
ラムを作成できる．また，計算量を説明することがで
きる．

10週 探索アルゴリズム
線形探索、二分探索のアルゴリズムを理解し，プログ
ラムを作成できる．また，計算量を説明することがで
きる．

11週 ソートアルゴリズム
ヒープソート、クイックソート、マージソート、シェ
ルソートのアルゴリズムを理解し，プログラムを作成
できる．また，計算量を説明することができる．

12週 ソートアルゴリズム
ヒープソート、クイックソート、マージソート、シェ
ルソートのアルゴリズムを理解し，プログラムを作成
できる．また，計算量を説明することができる．






































































































































































































